
さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
話
を
聞
い
て

自
分
の
引
き
出
し
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
。

﹇
表
紙
の
人
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
﹈
　

株
式
会
社
城
ヶ
倉
観
光

　栄
養
士

　小
比
類
巻
拓
哉
さ
ん

2 0 1 9
No.16810

月号発行／公益社団法人日本メディカル給食協会

笑 食 快 膳
しょう しょく かい ぜん

「笑って」「食べる」を提供する人の会誌



No.168  2019.10݄߸

CONTENTS

ר⿎ ಄ ݴ  ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ �

৔৘ใ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢢ⿎ �

ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ࠂमใݚ⿎ �

⿎ӫཆ࢜ҕһ会　ࢧ෦ݚम会一ཡ ʜʜʜʜʜʜʜ �

⿎ಛผد稿 ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

会だΑり ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜڠ⿎ ��

⿎会һۀا঺հ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

ॿ会һ঺հ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜࢍ⿎ ��

り৘ใ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜدࣖ⿎ ��

⿎ਥ๪ثػのメンテφンε ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

⿎ୈ41ճフーυ・έーλリングショー։࠵の͝Ҋ಺ ʜ ��

⿎डୗ੹೚者を๚Ͷて ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

⿎ฤूهޙ ʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜʜ ��

。さんר৓ϲ૔観光で栄養士として働くখൺ類（ג）
入社してから受託施設のਥ๪に立ち３年。ࡏݱ、
同じ施設内の事務所に移り、ฃಆ中。お๩しい中、
インタϏューに応えてくださいました。

;だんはどのような࢓事をされていますかʁ
؅ཧΛ୲౰͍ͯ͠·͢ɻडݿࡏ຿ɺۀ੒ɺൃ஫࡞ཱݙ
ୗ͍ͯ͠ΔපӃ͸ɺපচ਺���Λ௒͑ΔେපӃͰɺ͞
·͟·ͳ͞ऀױΜ͕ೖӃ͞Ε͍ͯ·͢ɻখࣇՊͷ͓ࢠ
͞Μ΍߹ซ঱ͷ͕͋ੑݥةΔ͞ऀױΜͳͲɺؾΛ͏࢖
͜ͱ΋ଟ͍Ͱ͢ɻͨͩɺͲΜͳཱݙ΋ج本͸「͓͍͠
͍ͱتΜͰ΋Β͏ʹ͸ͲΜͳཱͩݙΖ͏͔」ɺ࣍ʹɺ「ௐ
ཧ͞ࢣΜ͕͕͠ࣄ࢓΍͍͢ͷ͸Ͳ͏͍͏΍ΓํͩΖ͏
͔」ͱ͍͏఺Λͯ͑ߟͳ͕Β͍ͯͬ࡞·͢ɻ

栄養士をめざしたいとࢥわれた͖ͬかけはʁ
͖͔͚ͬ͸̎ͭ͋Γ·͢ɻ̍ͭΊ͸ɺͲΜͳ໺ࡊ΋શ
͘食΂ΒΕͳ͍ࢠͲ΋ͩͬͨͰ͕͢ɺӫཆͷ͜ͱΛߟ
͑ΔΑ͏ʹͳͬͨΒɺࣗવͱ食΂ΒΕΔΑ͏ʹͳͬͨ
ΜͰ͢（ࠓͰ΋ಘҙͰ͸ͳ͍Ͱ͕͢ʜ笑）ɻ「ۤखͳ΋
ͷ΋ࠀ෰Ͱ͖ΔΑʂ」「͜͏͍͏ӫཆ͕͋ΔΑ」ͱൃ
৴Ͱ͖Δӫཆ͍͍ͯͬ࢜ͳͱ͏ࢥΑ͏ʹͳΓ·ͨ͠ɻ
΋͏̍ͭ͸ҭͬͨڥ؀Ͱ͢ɻ食ͷੈքʹڵຯΛͨͬ࣋
ͷ͸ɺྉཧਓͷ෕Λͯݟҭͬͨͷ΋େ͖͍ͱ͍ࢥ·͢ɻ

病院という৬場をر望されたのはなͥですかʁ
ੲ͔ΒɺපؾͷਓΛॿ͚Δ͜ͱ͕Ͱ͖ΔපӃͰಇ͖
͍ͨͱ͍ͯͬࢥ·ͨ͠ɻେֶֶࡏதʹവؗͷපӃͰ
৬৔ֶͯͤ͞ݟ΋Βͬͨ࣌ɺ「පӃͰಇ͘ӫཆ࢜ʹͳ
Γ͍ͨ」ͱ͍ࢥɺر๬͕6ͯͬ׎λʔϯब৬͢Δ͜ͱ
͕Ͱ͖·ͨ͠ɻࠓ͸ɺ؅ཧӫཆ࢜ͷ֨ࢿΛΊ͟͠ͳ
͕Βɺຖ日ίπίπؤுͬͯ·͢ɻ

ڭऔり૊んでみたい͜と、͜れからの໨ඪをޙࠓ
えてください。
ࣗ෼ҰਓͰͯ͗͑͢ߟ΋͍͍΋ͷ͸ੜ·Εͳ͍ͱࢥ
͏ͷͰɺ͍ΖΜͳਓʹ࿩Λฉ͖ɺߟࢀʹ͠ͳ͕Β࢓
ΛਐΊ͍͖͍ͯͨͰ͢ɻ·ͨɺ৬৔ͷࣄ
தͰ͓͍ޓҙݟΛ͔Θ͋͑͠Δؔ係
ੑͮ͘Γ΋େͩࣄͱ͍ࢥ·͢ɻ
ɹͳ͔ͳ͔ػ会͕গͳ͍ͷͰ೉
͍͠ͷͰ͕͢ɺݝ֎ͷපӃͷݟ
ֶΛͤͯ͞΋ΒͬͨΓɺऔΓ૊
ΈྫࣄͳͲͷษڧ会͕͋Ε͹ࢀ
Ճͨ͠Γɺ͞·͟·ͳཱ৔΍؀
Ͱಇ͘ਓͷͨͪͷ࿩Λฉ͍ͯɺڥ
ࣗ෼ͷҾ͖ग़͠Λ૿΍͍͖ͯ͠
͍ͨͰ͢ɻ

දࢴͷਓ ΠϯλϏϡʔ

式会社　৓ϲ૔観光ג
ӫཆ࢜

খ
͜

ൺ
ͻ

ྨ
Δ͍

ר
·͖

୓
ͨ͘

࠸
΍

͞Μ（ೖ社̐೥໨）



巻
頭
言　

消
費
税
率
が
8
％
か
ら
10
％
に
引
き
上

げ
ら
れ
ま
し
た
。
軽
減
税
率
の
導
入
に
よ

り
、
い
ろ
い
ろ
な
お
店
で
「
お
持
ち
帰
り

で
す
か
、
こ
ち
ら
で
お
召
し
上
が
り
で
す

か
」
と
聞
か
れ
面
倒
く
さ
い
と
思
っ
て
い

る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
の
引
き
上
げ
た
財
源
で
社
会
保
障
の
充

実
を
し
っ
か
り
と
行
っ
て
欲
し
い
と
思
い

ま
す
。

　

さ
て
全
面
委
託
の
給
食
の
収
支
差
額
が

大
き
な
赤
字
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し

た
か
。

　

平
成
29
年
10
月
18
日
の
中
央
社
会
保
険

医
療
協
議
会
入
院
医
療
等
の
調
査
・
評
価

分
科
会
に
お
い
て
、「
入
院
時
の
食
事
療

養
に
係
る
給
付
に
関
す
る
調
査
結
果
（
速

報
）
の
概
要
」
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
中
で
、
病
院
の
給
食
部
門
に
お
け
る
収

支
状
況
の
報
告
も
な
さ
れ
て
お
り
、
一
般

病
院
の
収
支
差
額
（
平
成
16
年
と
29
年
に

お
け
る
患
者
一
人
当
た
り
）
は
下
記
の
と

お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

何
と
す
べ
て
の
形
態
に
お
い
て
赤
字
だ

っ
た
の
で
す
。
そ
れ
も
35
％
以
上
の
赤
字

と
い
う
驚
愕
の
結
果
が
明
ら
か
に
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
背
景
に
は
、
平
成
18
年
度
改
定
に

お
け
る
入
院
時
食
事
療
養
費
の
変
更
も
影

響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。　

平
成
18

年
度
改
定
に
お
い
て
、
一
日
当
た
り
（
入

院
時
食
事
療
養
（
Ⅱ
）
１
５
０
０
円
／
日
）

で
算
定
さ
れ
て
い
た
食
事
療
養
費
が
一
食

当
た
り
（
同
５
０
６
円
／
食
）
の
算
定
に

変
更
さ
れ
、特
別
食
加
算
の
引
き
下
げ（
３

５
０
円
／
日
→
76
円
／
食
）、
特
別
管
理

加
算
（
２
０
０
円
／
日
）
の
廃
止
な
ど
に

よ
り
、
平
成
17
年
度
で
３
・
65
億
回
と
推

定
さ
れ
て
い
た
算
定
回
数
が
平
成
18
年
度

は
10
・
16
億
回
と
増
加
す
る
一
方
、
推
定

食
事
療
養
費
（
環
境
療
養
を
除
く
）
は
平

成
17
年
度
８
１
６
６
億
円
か
ら
平
成
18
年

度
６
７
２
４
億
円
へ
と
減
少
し
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
た
だ
で
さ
え
収
支
差
額

が
マ
イ
ナ
ス
な
上
に
、
平
成
30
年
6
月
13

日
公
布
の
食
品
衛
生
法
の
改
正
に
よ
り
、

す
べ
て
の
食
品
等
事
業
者
に
衛
生
管
理
計

画
の
作
成
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
規
模
や
業
種
等
を
考
慮
し
た
一
定

の
営
業
者
に
つ
い
て
は
、
取
り
扱
う
商
品

の
特
性
等
に
応
じ
た
取
り
組
み
（
Ｈ
Ａ
Ｃ

Ｃ
Ｐ
の
考
え
方
を
取
り
入
れ
た
衛
生
管

理
）
が
必
要
で
、
各
業
界
団
体
が
作
成
す

る
手
引
書
を
参
考
に
、
簡
略
化
さ
れ
た
ア

プ
ロ
ー
チ
に
よ
る
衛
生
管
理
を
行
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。
こ
の
ほ
か
、
様
々
な
食
種

川
原　

丈
貴
（
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
協
会
　
監
事
）

川
原
経
営
グ
ル
ー
プ
　
代
表

メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
を
め
ぐ
る
情
勢
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が
あ
り
現
場
で
は
大
変
な
苦
労
を
し
て
い

る
と
思
い
ま
す
が
、
食
種
の
集
約
を
行
う

こ
と
も
必
要
で
し
ょ
う
。
ま
た
大
量
調
理

マ
ニ
ュ
ア
ル
等
の
記
録
事
項
や
帳
票
作
成

に
つ
い
て
も
業
務
上
の
負
担
に
な
っ
て
お

り
、
電
子
化
や
削
減
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

ま
た
皆
様
も
肌
で
実
感
さ
れ
て
い
る
と

思
い
ま
す
が
、
調
理
師
不
足
は
待
っ
た
な

し
の
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。平
成
27（
２

０
１
５
）
年
の
20
～
64
歳
人
口
は
７
１
２

３
万
人
で
す
が
、
令
和
7
（
２
０
２
５
）

年
は
６
６
３
５
万
人
、
令
和
22
（
２
０
４

０
）
年
は
５
５
４
３
万
人
に
減
少
す
る
と

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
現
状
で
も
不
足
し

て
お
り
、
将
来
は
人
口
減
少
も
相
ま
っ
て

さ
ら
に
不
足
感
は
高
ま
る
こ
と
で
し
ょ

う
。
技
能
実
習
や
特
定
技
能
で
少
し
で
も

早
く
調
理
師
不
足
を
解
消
し
て
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

給
食
業
界
も
そ
う
で
す
が
、
医
療
界
な

ど
も
大
き
な
変
革
が
迫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

医
療
界
に
お
い
て
は
、
三
位
一
体
改
革

と
言
わ
れ
る
「
地
域
医
療
構
想
、
医
師
・

医
療
従
事
者
の
働
き
方
改
革
、
医
師
偏
在

対
策
」
が
大
き
な
テ
ー
マ
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

地
域
医
療
構
想
で
は
、
病
院
の
機
能
を

明
確
に
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
、
生
き
残

る
病
院
と
生
き
残
ら
れ
な
い
病
院
の
選
別

が
行
わ
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

働
き
方
改
革
で
は
、
人
員
の
増
加
が
求

め
ら
れ
人
件
費
が
増
嵩
し
経
営
を
圧
迫
す

る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
控
除
対
象
外
消
費
税
問
題

で
は
、
8
％
か
ら
10
％
へ
の
引
き
上
げ
時

も
診
療
報
酬
で
対
応
す
る
こ
と
に
な
り
、

配
点
の
精
緻
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
が
、
病

院
ご
と
の
バ
ラ
ツ
キ
の
解
消
ま
で
は
至
っ

て
い
ま
せ
ん
。

　

外
国
人
患
者
問
題
で
は
、
未
収
金
の
増

加
や
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
な
ど
へ
の
対
応
が

求
め
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
診
療
報
酬
改
定
は
来
年
4
月
に

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
令
和
2
（
２
０
２

０
）
年
度
は
75
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
の

伸
び
率
が
１
・
１
％
と
低
い
た
め
社
会
保

障
費
の
自
然
増
が
少
な
く
て
済
み
ま
す

が
、
令
和
4
（
２
０
２
２
）
年
以
降
は
4

％
を
超
え
る
75
歳
以
上
人
口
の
増
加
が
見

込
ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
自
然
増
の
財
源

を
ど
の
よ
う
に
賄
う
か
が
重
要
な
テ
ー
マ

と
な
り
、
次
々
回
診
療
報
酬
改
定
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
が
、
病
院
等
の
経
営
に

大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。
給
食
提
供
だ

け
を
し
て
い
れ
ば
良
い
の
で
は
な
く
、
私

た
ち
が
対
象
と
し
て
い
る
医
療
界
な
ど
の

施
策
の
潮
流
を
読
み
、
対
応
し
て
い
く
こ

と
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
は
、
病
院
や
介
護
施

設
と
と
も
に
存
在
す
る
も
の
で
す
。
と
も

に
共
存
共
栄
で
い
く
べ
き
も
の
と
考
え
ま

す
。

　

特
に
病
院
給
食
に
お
い
て
は
、
今
後
二

極
分
化
が
想
定
さ
れ
ま
す
。
飛
行
機
の
フ

ァ
ー
ス
ト
ク
ラ
ス
な
ど
の
よ
う
に
至
れ
り

尽
く
せ
り
で
満
足
度
の
高
い
給
食
を
提
供

す
る
病
院
が
あ
る
一
方
、
コ
ス
ト
を
切
り

詰
め
て
い
く
病
院
も
出
て
く
る
こ
と
で
し

ょ
う
。

　

し
か
し
、
食
事
は
患
者
・
利
用
者
に
と

っ
て
は
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
皆
様
の
努

力
に
よ
っ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
笑
顔
が

給
食
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
私
は
平
成
10
年
か
ら
協
会

の
監
事
を
拝
命
し
て
お
り
、
20
年
超
に
わ

た
り
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
協
会
に
関
与

し
て
き
ま
し
た
。
総
会
な
ど
で
し
か
皆
様

と
お
会
い
す
る
機
会
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

本
業
は
税
理
士
・
公
認
会
計
士
、
医
業
経

営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
を
し
て
い
ま

す
。
皆
様
と
と
も
に
、
医
療
界
な
ど
の
健

全
な
発
展
の
た
め
に
尽
力
し
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。
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１
病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給

食
の
現
状

　
「
早
い
、
冷
た
い
、
不
味
い
」
と
言
わ

れ
た
病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給
食
が
改

善
さ
れ
て
久
し
い
。
給
食
の
外
部
委
託
化

が
進
み
、
特
別
管
理
加
算
な
ど
も
相
ま
っ

て
、「
温
か
い
も
の
は
温
か
く
、
冷
た
い

も
の
は
冷
た
く
、早
す
ぎ
な
い
時
間
帯
に
」

提
供
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
医
療
や
介

護
の
現
場
に
お
け
る
「
食
」
へ
の
配
慮
は
、

入
院
患
者
や
入
所
高
齢
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上

に
大
い
に
役
立
っ
て
い
る
。

　

時
代
の
要
請
か
ら
、
市
場
拡
大
を
続
け

て
き
た
病
院
給
食
と
高
齢
者
施
設
給
食
で

あ
る
が
、
前
者
は
病
院
数
と
病
床
数
の
減

少
で
微
減
傾
向
が
続
き
、
後
者
は
施
設
の

新
設
や
改
装
で
拡
大
が
続
い
て
い
る
。

〈
病
院
給
食
〉

　

病
院
給
食
は
、
病
院
数
や
病
床
数
が
減

少
し
、
病
床
稼
働
率
も
低
下
傾
向
に
あ
る

も
の
の
、
病
院
側
の
固
定
費
削
減
や
安
全

性
の
高
い
食
事
提
供
へ
の
要
請
、
入
院
患

者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
向
上
へ
の
取
組
み
も
あ
り
、

外
部
委
託
率
は
依
然
上
昇
し
て
い
る
。

　

給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
が
病
院
受
託
を
得

る
た
め
に
、
一
時
期
、
激
し
い
値
引
き
競

争
が
行
わ
れ
た
が
、
近
年
は
、
自
社
の
収

益
安
定
に
配
慮
し
、
無
理
な
値
引
き
受
託

を
避
け
る
よ
う
に
な
り
、
人
手
不
足
や
食

材
費
高
騰
を
背
景
に
、赤
字
受
託
を
回
避
し
、

値
上
げ
要
求
や
撤
退
も
頻
発
し
て
い
る
。

　

一
方
、
顧
客
で
あ
る
病
院
を
取
り
巻
く

環
境
は
確
実
に
変
化
し
て
い
る
。
病
院
の

情
報
開
示
が
進
み
、
病
院
同
士
の
患
者
獲

得
競
争
が
激
し
く
な
る
中
、
患
者
か
ら
選

ば
れ
る
病
院
と
な
る
た
め
に
は
サ
ー
ビ
ス

の
質
に
重
点
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

行
き
過
ぎ
た
経
費
削
減
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス

の
質
的
低
下
は
患
者
満
足
度
の
低
下
を
招

く
。

　

現
在
、
人
件
費
、
食
材
費
、
物
流
費
等

が
上
昇
す
る
中
、
患
者
給
食
の
質
を
維
持

す
る
た
め
に
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
は
コ

ス
ト
面
の
合
理
化
策
を
打
ち
出
し
て
お

り
、
物
流
や
仕
入
の
一
元
化
、
加
工
食
品

メ
ー
カ
ー
と
の
直
取
引
に
よ
り
、
原
価
低

減
を
図
る
企
業
や
、
共
同
仕
入
機
構
の
設

立
で
バ
イ
イ
ン
グ
パ
ワ
ー
を
つ
け
る
グ
ル

ー
プ
な
ど
も
あ
り
、
高
品
質
な
給
食
を
提

供
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
よ
う
と
努

め
て
い
る
。

　

矢
野
経
済
研
究
所
の
推
定
で
は
、
直
営

（
非
委
託
）
と
委
託
を
合
わ
せ
た

２
０
１
８
年
度
の
病
院
給
食
市
場
は
、
前

年
比
98
・
7
％
の
1
兆
１
６
０
０
億
円
と

な
っ
た
。
こ
こ
数
年
は
病
床
数
の
減
少
か

ら
微
減
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
病
院
給
食
の
委
託
市
場
は

こ
こ
数
年
微
増
傾
向
に
あ
り
、
２
０
１
８

年
度
は
44
・
7
％
（
有
床
診
療
所
含
む
）

の
委
託
率
と
な
っ
て
い
る
。前
述
の
通
り
、

委
託
の
背
景
に
は
患
者
給
食
の
質
的
向
上

と
病
院
経
営
の
効
率
化
な
ど
の
ニ
ー
ズ
が

あ
る
。
な
お
、
依
然
と
し
て
直
営
か
ら
の

切
り
替
え
も
あ
り
、
ま
た
、
委
託
業
者
変

更
の
た
め
の
コ
ン
ペ
も
実
施
さ
れ
て
い
る

が
、
給
食
会
社
側
の
栄
養
士
や
調
理
ス
タ

ッ
フ
の
不
足
か
ら
、
コ
ン
ペ
へ
の
参
加
見

送
り
や
、
赤
字
事
業
所
か
ら
の
撤
退
も
目

立
っ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
委
託
率
の
伸

び
は
鈍
化
し
て
い
る
。

〈
高
齢
者
施
設
給
食
〉

　

高
齢
者
施
設
給
食
の
市
場
規
模
は
、
以

前
の
年
率
二
桁
近
い
伸
び
に
比
べ
る
と
鈍

化
し
て
い
る
。
高
齢
者
施
設
給
食
は
、
特

養
、
老
健
の
新
設
が
減
少
傾
向
に
あ
る
も
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の
の
、
比
較
的
単
価
の
と
れ
る
有
料
老
人

ホ
ー
ム
の
受
託
が
活
発
で
あ
る
。

　

矢
野
経
済
研
究
所
の
推
定
で
は
、
直
営

（
非
委
託
）
と
委
託
を
合
わ
せ
た

２
０
１
８
年
度
の
高
齢
者
施
設
給
食
は
、

前
年
比
１
０
３
・
1
％
、
９
６
８
９
億
円

と
な
っ
た
。
市
場
規
模
は
増
加
傾
向
が
続

い
て
お
り
、
施
設
数
の
新
設
に
連
動
し
、

堅
調
な
伸
び
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
う
ち
、
２
０
１
８
年
度
に
お
け
る

高
齢
者
施
設
給
食
は
66
・
9
％
の
委
託
率

と
な
っ
て
い
る
。
前
述
の
通
り
、
特
養
と

老
健
の
増
加
は
以
前
程
で
は
無
い
が
、
有

料
老
人
ホ
ー
ム
は
増
加
が
続
い
て
お
り
、

新
設
施
設
の
大
半
が
給
食
を
外
部
委
託
し

て
い
る
こ
と
が
市
場
を
牽
引
し
て
い
る
。

な
お
、
新
設
数
が
委
託
数
の
増
加
率
を
上

回
っ
た
結
果
、
委
託
率
は
横
ば
い
推
移
と

な
っ
て
い
る
。

２
病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給

食
に
お
け
る
人
材
の
重
要
性

〈
病
院
給
食
〉

　

病
院
給
食
に
お
け
る
外
部
委
託
の
本
来

あ
る
べ
き
姿
は
、
専
門
領
域
の
分
担
に
よ

る
質
、
量
（
栄
養
摂
取
量
、
適
正
カ
ロ
リ

ー
な
ど
）
共
に
充
実
し
た
食
事
の
提
供
に

よ
り
、
患
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め
、
以
っ
て

早
期
治
癒
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

病
院
経
営
合
理
化
を
目
的
と
し
た
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
も
集
中
と
選
択
の
思
想
に

則
っ
て
、「
餅
は
餅
屋
」
と
し
て
、
患
者

給
食
を
専
門
家
で
あ
る
給
食
サ
ー
ビ
ス
企

業
に
任
せ
、
病
院
側
は
そ
の
分
本
来
の
医

業
（
給
食
な
ら
栄
養
指
導
な
ど
）
の
充
実

に
努
め
る
べ
き
で
あ
る
。

　

病
院
給
食
の
委
託
率
が
２
０
１
８
年
度

に
44
・
7
％
と
な
る
中
、
数
年
前
ま
で
は

受
託
競
争
の
激
化
で
そ
の
受
注
単
価
が
低

下
し
て
き
た
が
、
こ
こ
数
年
は
、
安
値
受

注
は
影
を
ひ
そ
め
、
受
託
価
格
上
昇
傾
向

に
あ
り
、
適
切
な
価
格
へ
と
収
斂
し
て
き

て
い
る
。

　

病
院
給
食
と
い
え
ど
も
、
競
争
原
理
の

埒
外
に
は
な
ら
な
い
が
、価
格
偏
重
か
ら
、

給
食
サ
ー
ビ
ス
全
体
の
ク
オ
リ
テ
ィ
を
委

受
託
の
基
準
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
加
え

て
、
士
気
の
高
い
管
理
栄
養
士
や
パ
ー
ト

採
用
環
境
の
悪
化
に
よ
る
人
件
費
の
増
加

は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

病
院
側
管
理
栄
養
士
は
と
も
か
く
と
し

て
、
受
託
給
食
事
業
者
の
管
理
栄
養
士
不

足
は
深
刻
で
あ
る
。
病
院
で
は
、
受
託
給

食
業
者
に
対
し
て
、
受
託
条
件
に
管
理
栄

養
士
の
配
置
を
必
須
化
す
る
と
こ
ろ
が
多

く
、
管
理
栄
養
士
配
置
は
受
託
の
必
要
条

件
と
な
っ
て
い
る
。
病
院
給
食
提
供
は

３
６
５
日
、
3
食
配
膳
の
為
、
病
院
給
食

従
事
者
は
変
則
勤
務
を
強
い
ら
れ
る
。
そ

こ
で
は
高
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
持
ち
主

が
求
め
ら
れ
る
。

〈病院給食における委託市場（2018年度）〉

201㻤年

⑓㝔 ጤク市場 44.7
㠀ጤク市場 55.3

100.0

高齢者施設ጤク市場 66.9
㠀ጤク市場 33.1

100.0

ጤク

市場
44.7%㠀ጤク

市場
55.3%

2018年度

11,600億

ጤク

市場
66.9%

㠀ጤク

市場
33.1%

2018年度

9,689億円

（出所：矢野経済研究所推定）

〈病院給食の市場規模推移（2014～ 2018年度）〉

（単位：億円）

201㻠年度 201㻡年度 201㻢年度 201㻣年度 201㻤年度

金額 11,936 11,862 11,798 11,753 11,600

前年度比 98.5% 99.4% 99.5% 99.6% 98.7%

＜⑓㝔給食の市場規模᥎⛣（201㻠～201㻤年度）＞
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（出所：矢野経済研究所推定）

〈高齢者施設給食における委託市場（2018年度）〉

201㻤年

⑓㝔 ጤク市場 44.7
㠀ጤク市場 55.3

100.0

高齢者施設ጤク市場 66.9
㠀ጤク市場 33.1

100.0

ጤク

市場
44.7%㠀ጤク

市場
55.3%

2018年度

11,600億

ጤク

市場
66.9%

㠀ጤク

市場
33.1%

2018年度

9,689億円

（出所：矢野経済研究所推定）

〈高齢者施設給食の市場規模推移（2014～ 2018年度）〉

（単位：億円）

201㻠年度 201㻡年度 201㻢年度 201㻣年度 201㻤年度

金額 8,395 8,749 9,124 9,399 9,689

前年度比 103.7% 104.2% 104.3% 103.0% 103.1%

＜高齢者施設給食の市場規模᥎⛣（201㻠～201㻤年度）＞

8,395 8,749 9,124 9,399 9,689 
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（出所：矢野経済研究所推定）
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一
方
、
管
理
栄
養
士
の
就
職
先
も
、
食

品
メ
ー
カ
ー
、
外
食
サ
ー
ビ
ス
、
医
療
施

設
、
介
護
施
設
、
研
究
機
関
等
、
様
々
な

職
種
に
広
が
っ
て
お
り
、
給
食
サ
ー
ビ
ス

企
業
を
希
望
す
る
管
理
栄
養
士
（
候
補
）

の
絶
対
数
が
不
足
し
て
い
る
。

　

制
度
変
更
に
よ
り
、
短
大
な
ど
2
年
間

の
教
育
課
程
を
終
え
た
栄
養
士
の
管
理
栄

養
士
受
験
資
格
が
2
年
の
実
務
経
験
か
ら

3
年
へ
と
延
長
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
実

務
の
技
術
は
向
上
し
て
も
、
受
験
内
容
に

対
す
る
習
熟
時
間
が
取
れ
な
い
の
が
現
状

で
あ
る
。
勢
い
、
4
年
制
教
育
課
程
を
終

え
た
栄
養
士
を
管
理
栄
養
士
候
補
と
し
て

採
用
す
る
争
い
と
な
る
。

　

一
方
、
現
場
調
理
の
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー

も
、
景
気
回
復
に
よ
り
雇
用
環
境
は
厳
し

さ
を
増
し
て
い
る
。
5
：
00
業
務
開
始
の

朝
食
準
備
の
早
朝
勤
務
に
は
な
か
な
か
人

が
集
ま
ら
な
い
。

　

輸
入
食
材
の
安
全
性
へ
の
不
安
、
中
国

な
ど
発
展
途
上
国
に
お
け
る
食
品
需
要
拡

大
、
物
流
費
の
高
騰
等
、
食
材
費
を
押
し

上
げ
る
要
因
が
多
々
あ
り
、
給
食
サ
ー
ビ

ス
企
業
の
頭
を
悩
ま
せ
て
い
る
。

　

給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
と
っ
て
は
、
Ｆ

／
Ｌ
コ
ス
ト
削
減
と
、
安
全
で
「
お
い
し

い
食
事
」
の
提
供
を
両
立
さ
せ
る
為
の
取

組
み
が
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
安
全
な
食

材
の
調
達
、
価
格
を
追
求
で
き
る
調
達
方

法
、
食
材
ロ
ス
を
少
な
く
す
る
調
理
法
、

人
件
費
を
効
率
化
す
る
調
理
方
法
な
ど

様
々
な
取
組
み
が
求
め
ら
れ
る
。

〈
高
齢
者
施
設
給
食
〉

　

高
齢
者
施
設
に
お
け
る
最
も
重
要
な
課

題
は
、
い
か
に
入
所
者
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
高
め

る
か
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
食
の
提
供
が
必
要
で
、「
人
」
と
し
て

の
交
わ
り
方
を
ど
の
よ
う
に
す
る
か
で
あ

る
。

　

病
院
給
食
以
上
に
喫
食
者
と
接
し
な
が

ら
食
を
提
供
す
る
立
場
に
あ
る
高
齢
者
施

設
給
食
の
従
事
者
は
高
齢
者
と
の
接
し

方
、
常
に
高
齢
者
の
声
に
耳
を
傾
け
る
姿

勢
な
ど
、
正
に
人
間
力
を
磨
く
必
要
が
あ

る
。
高
齢
者
施
設
給
食
を
受
託
す
る
企
業

に
と
っ
て
は
、他
の
給
食
事
業
に
比
べ
て
、

よ
り
高
度
な
従
業
員
の
教
育
体
系
を
整
え

る
こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

　

元
々
、
メ
デ
ィ
カ
ル
・
シ
ル
バ
ー
給
食

に
参
入
し
て
い
る
給
食
サ
ー
ビ
ス
会
社
に

入
社
を
希
望
す
る
管
理
栄
養
士
候
補
（
4

年
生
大
学
卒
）
は
、
福
祉
に
対
す
る
考
え

方
が
し
っ
か
り
し
、
高
齢
者
へ
の
接
し
方

を
心
得
て
お
り
、
そ
の
業
務
に
対
す
る
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
高
い
人
が
多
い
。
そ
の

モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
発
展
さ
せ
る
の

は
、
企
業
の
役
割
で
あ
る
。

　

介
護
老
人
施
設
、
と
り
わ
け
特
養
に
お

い
て
は
、
入
所
年
数
が
経
つ
に
つ
れ
、
要

介
護
度
も
上
が
り
、
嚥
下
・
咀
嚼
困
難
度

も
上
が
る
。喫
食
の
世
話
も
高
度
に
な
る
。

ま
た
、
年
々
老
化
が
進
む
こ
と
か
ら
、
調

理
の
手
間
や
食
事
介
助
な
ど
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
作
業
効
率
が
悪
く
な
る
。
こ
れ
ら

の
こ
と
に
対
す
る
対
処
方
法
を
整
備
す
る

こ
と
も
今
後
の
課
題
で
あ
る
。

　

病
院
給
食
と
同
様
、
高
齢
者
施
設
の
給

食
事
業
者
に
お
け
る
人
手
不
足
は
深
刻
で

あ
り
、
特
に
入
所
者
数
が
少
な
い
小
規
模

施
設
で
は
、
朝
食
対
応
中
心
に
困
難
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の
状
況
か
ら
、
完
調
品
の

使
用
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
食
材
に
お
け

る
冷
凍
食
品
や
チ
ル
ド
食
品
、
主
菜
、
副

菜
、
デ
ザ
ー
ト
ま
で
揃
え
た
完
成
メ
ニ
ュ

ー
の
提
供
サ
ー
ビ
ス
が
注
目
さ
れ
て
い
る
。

３
病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給

食
の
市
場
見
通
し

〈
病
院
給
食
〉

　

病
院
給
食
の
総
市
場
は
微
減
推
移
し
て

お
り
、
今
後
２
０
２
３
年
に
か
け
て
も
同

じ
傾
向
が
続
く
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

伸
び
悩
み
の
原
因
は
医
療
行
政
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
き
い
。高
齢
社
会
に
あ
っ
て
、

厚
生
労
働
省
は
医
療
費
の
削
減
を
最
優
先

に
考
え
て
お
り
、長
期
療
養
病
床
の
削
減
、

平
均
在
院
日
数
の
削
減
等
、
病
院
経
営
に

と
っ
て
は
厳
し
い
施
策
が
採
ら
れ
て
お

り
、
そ
の
結
果
、
病
床
数
の
減
少
が
予
想

さ
れ
る
。

　

患
者
給
食
市
場
だ
け
を
捉
え
る
と
減
少

傾
向
が
予
想
さ
れ
る
が
、
そ
の
中
に
あ
っ

て
委
託
化
市
場
は
今
後
も
徐
々
に
拡
大
す

る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

病
院
経
営
の
効
率
化
と
患
者
給
食
の
質

的
向
上
は
、
一
見
背
反
す
る
よ
う
に
見
え

る
が
、
こ
の
課
題
を
ク
リ
ア
す
る
こ
と
が

不
変
の
命
題
で
あ
る
。
こ
の
課
題
を
解
く

鍵
は
、
外
部
の
専
門
家
に
委
託
す
る
こ
と

が
最
も
効
果
の
出
る
方
策
と
考
え
ら
れ
、

つ
ま
り
有
能
な
給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
に
委

託
す
る
こ
と
が
病
院
経
営
の
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
の
一
つ
で
あ
る
。

　

給
食
業
者
側
で
も
何
が
何
で
も
病
院
給

食
を
受
託
し
よ
う
と
い
う
動
き
か
ら
、
比

較
的
収
益
の
取
れ
る
事
業
所
を
受
託
し
よ

う
と
い
う
動
き
に
変
わ
っ
て
お
り
、
価
格

一
辺
倒
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。

　

２
０
１
８
年
度
の
病
院
給
食
の
外
部
委

託
化
率
は
受
託
金
額
ベ
ー
ス
で
は
44
・
7

％
と
な
っ
て
い
る
が
、
外
部
委
託
化
は
急

ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
お
り
、
２
０
２
３
年
度

に
は
受
託
金
額
ベ
ー
ス
で
委
託
率
は
50
・

4
％
に
ま
で
高
ま
る
見
通
し
で
あ
る
。

〈
高
齢
者
施
設
給
食
〉

　

高
齢
者
施
設
給
食
は
、
こ
こ
数
年
の
推

移
を
見
る
限
り
、
伸
び
率
が
鈍
化
し
た
と

は
い
え
、
今
後
4
～
5
年
間
は
年
率
3
～

4
％
程
度
の
ペ
ー
ス
で
施
設
数
は
増
加
す

る
で
あ
ろ
う
。
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そ
の
中
で
は
、
比
較
的
外
部
委
託
率
の

低
い
特
養
が
、
そ
の
潜
在
市
場
の
大
き
さ

か
ら
期
待
で
き
、
今
後
数
年
、
新
設
が
予

測
さ
れ
る
有
料
老
人
ホ
ー
ム
も
期
待
さ
れ

る
。
ま
た
、
長
期
療
養
病
床
の
削
減
策
も

あ
り
、
転
換
型
施
設
も
少
な
か
ら
ず
建
設

さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

２
０
１
８
年
度
の
高
齢
者
施
設
給
食
の

外
部
委
託
率
は
66
・
9
％
で
、今
後
も
新
規

施
設
の
設
立
当
初
か
ら
の
委
託
と
既
存
施

設
で
の
委
託
化
が
進
む
も
の
と
考
え
ら
れ

る
。
一
方
、
調
理
現
場
の
人
手
不
足
は
深

刻
で
あ
り
、
給
食
サ
ー
ビ
ス
企
業
の
撤
退

（
直
営
化
）
や
コ
ン
ペ
へ
の
不
参
加
な
ど
、

給
食
を
委
託
で
き
な
い
小
規
模
施
設
の
増

加
が
予
想
さ
れ
る
。
ま
た
、
完
調
品
な
ど

加
工
食
品
の
レ
ベ
ル
が
向
上
し
、
委
託
給

食
に
頼
ら
な
い
施
設
も
増
加
す
る
で
あ
ろ

う
。
そ
の
結
果
、
高
齢
者
施
設
給
食
の
外

部
委
託
数
は
増
加
す
る
も
の
の
、
新
設
施

設
が
増
加
す
る
こ
と
か
ら
、
委
託
率
は
66

～
67
％
程
度
で
推
移
す
る
と
予
測
さ
れ
る
。

　

高
齢
者
施
設
給
食
は
治
療
を
目
的
と
す

る
病
院
給
食
と
は
異
な
り
、
病
気
で
な
い

高
齢
者
（
健
常
者
）
を
対
象
に
メ
ン
タ
ル

面
を
中
心
と
す
る
総
合
的
な
ケ
ア
を
目
指

し
て
い
る
。
従
っ
て
、
1
日
3
回
の
楽
し

い
食
事
は
ケ
ア
と
し
て
の
意
味
を
持
ち
、

四
季
の
味
、
誕
生
祝
膳
、
イ
ベ
ン
ト
食
、

本
格
料
理
、
調
理
実
演
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ

ィ
豊
か
な
対
応
が
必
要
で
あ
る
。
病
院
併

設
型
は
別
と
し
て
、
1
施
設
当
り
の
入
所

定
員
が
少
な
い
た
め
、
食
材
を
現
場
発
注

す
る
施
設
も
多
く
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
（
調

理
師
、
栄
養
士
）
の
裁
量
も
大
き
い
。
個

食
対
応
（
禁
食
）
や
入
所
定
員
の
少
な
さ

な
ど
非
効
率
な
面
も
多
い
が
、
一
括
受
注

に
よ
る
全
面
受
託
の
可
能
性
が
高
い
。

　

今
後
は
家
族
を
含
む
利
用
者
に
、
高
齢

者
施
設
は
サ
ー
ビ
ス
内
容
で
選
ば
れ
る
時

代
と
な
り
、
質
の
高
い
楽
し
い
食
事
サ
ー

ビ
ス
が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。

　

一
方
、
厚
生
労
働
省
の
施
策
と
し
て
、

「
持
続
可
能
な
介
護
保
険
制
度
の
構
築
」

の
号
令
の
も
と
、
予
防
型
介
護
シ
ス
テ
ム

へ
の
転
換
、
地
域
社
会
に
よ
る
介
護
の
包

括
的
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
施
設
給
付
の
見
直

し
等
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
施
策
の

中
で
、
高
齢
者
施
設
で
の
食
費
が
個
人
負

担
と
な
っ
た
が
、
入
所
者
が
喫
食
し
な
く

な
る
訳
で
は
な
く
、
食
数
が
減
る
訳
で
も

な
い
。
要
は
個
人
負
担
に
耐
え
る
だ
け
の

充
実
し
た
食
事
提
供
が
な
さ
れ
れ
ば
、
今

後
と
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
拡
大
ト
レ
ン
ド
に

は
変
わ
り
は
無
い
。

４
病
院
給
食
、
高
齢
者
施
設
給

食
の
市
場
規
模
予
測

〈
病
院
給
食
〉

　

病
院
給
食
に
つ
い
て
は
、
米
国
の
状
況

等
を
見
る
と
、
外
部
委
託
率
は
50
％
程
度

で
あ
る
こ
と
、
ま
た
国
内
に
お
い
て
も
国

公
立
病
院
、
大
学
病
院
な
ど
の
大
規
模
病

院
は
職
員
の
雇
用
保
障
の
問
題
が
あ
り
、

外
部
委
託
も
部
分
委
託
等
か
ら
始
め
て
お

り
、
委
託
化
の
進
展
は
漸
進
的
で
あ
る
。

　

こ
こ
数
年
、
専
業
、
総
合
を
問
わ
ず
給

食
サ
ー
ビ
ス
企
業
の
病
院
給
食
へ
の
営
業

注
力
も
激
し
さ
が
緩
み
、
一
時
期
の
伸
び

は
な
い
が
、
今
後
も
病
院
給
食
受
託
は
増

え
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

〈
高
齢
者
施
設
給
食
〉

　

高
齢
者
施
設
給
食
に
つ
い
て
は
、
今
後

数
年
は
年
率
3
％
前
後
の
伸
び
が
見
込
ま

れ
る
。

　

新
規
建
設
施
設
は
概
ね
給
食
委
託
で
参

入
す
る
と
こ
ろ
が
多
く
、
既
存
施
設
に
つ

い
て
も
合
理
化
の
一
貫
か
ら
給
食
の
外
部

委
託
化
が
進
ん
で
お
り
、
高
齢
者
施
設
給

食
市
場
の
委
託
数
は
今
後
も
増
加
す
る
で

あ
ろ
う
。

〈病院給食の市場規模予測（2019～ 2023年度）〉

（単位：億円）

2019年度
(予)

2020年度
(予)

2021年度
(予)

2022年度
(予)

2023年度
(予)

金額 11,449 11,300 11,153 11,008 10,865

前年度比 98.7% 98.7% 98.7% 98.7% 98.7%

＜⑓㝔給食の市場規模予測（2019～2023年度）＞
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（出所：矢野経済研究所推定）

〈高齢者施設給食の市場規模予測（2019～ 2023年度）〉

（単位：億円）

2019年度
(予)

2020年度
(予)

2021年度
(予)

2022年度
(予)

2023年度
(予)

金額 9,995 10,317 10,656 11,014 11,392

前年度比 103.2% 103.2% 103.3% 103.4% 103.4%

＜高齢者施設給食の市場規模予測（2019～2023年度）＞
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（出所：矢野経済研究所推定）
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　申込人数　ɹ��໊ɹɹ　出席人数　ɹ��໊

　支部名　ɹؔ౦৴ӽ
����೥�݄��೔ ɹ��ɿ��ʙ ��ɿ��ɹཱࠃΦϦϯϐοΫه೦੨গ೥ηϯλʔྲྀަࡍࠃ౩ࡍࠃձٞࣨ

ߨ ԋ ᶃ

『慢性腎臓病の進行を遅らせるための食事療法
～腎臓病の病態生理から理解する～』

ಠ立行੓๏ਓ　国立病院機構
ԣ඿医療センター

ਛଁ಺Պ医ࢣ　谷ޱ　ྙ子　ઌੜ

ߨ ԋ ᶄ

『私の経営と究める5S』

"/"άルーϓ
ઌੜ　޾会社0$4ಛผ顧問　౻井　༟ࣜג

　申込人数　ɹ���໊ɹɹ　出席人数　ɹ���໊

����೥౓�ୈ�ճ
（公社）日本メディカル給食協会（栄養士委員会）

支部別研修会一覧
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　支部名　ɹۙɹـ
����೥�݄�೔ ɹ��ɿ��ʙ ��ɿ��ɹେྲྀަࡍࠃࡕηϯλʔ

ߨ ԋ

『モチベーションを高く働く』

㈱ΠデΞɾϏδωスクϦΤΠト
代表取締役　井ݪ　४࠸　ઌੜ

　申込人数　ɹ���໊ɹɹ　出席人数　ɹ���໊

　支部名　ɹ౦ւ๺཮
����೥�݄�� ɹ��ɿ��ʙ ��ɿ��ɹJNZϗʔϧɾձٞࣨɹ̐֊ɹେձٞࣨ

ߨ ԋ ᶃ

『腎臓病～腎機能から考える栄養管理～』

ඒ࡞େֶ　ඒ࡞େֶ୹ظେֶ部
栄養ֶՊ

।ڭत　ڮ本　ݡ　ઌੜ

ߨ ԋ ᶄ

『うま味でおいしく減塩』

ຯͷૉࣜג会社　名ݹ԰ࢧ社　
業務اըάルーϓ　޿ใීٴ୲౰　
管理栄養士　西ඌ　Ղಸ　ઌੜ

　申込人数　ɹ���໊ɹɹ　出席人数　ɹ��໊

　支部名　ɹ੢೔ຊ
����೥�݄�೔ ɹ��ɿ��ʙ ��ɿ��ɹ"/"Ϋϥ΢ϯϓϥβϗςϧ۽ຊχϡʔεΧΠ

ߨ ԋ

『委託企業の栄養士に求めるもの』

দߐ੺ेࣈ病院
医療ٕज़部　栄養՝　

՝長　Ҿ໺　ٛ之　ઌੜ

　申込人数　ɹ���໊ɹɹ　出席人数　ɹ���໊

支部別研修会一覧
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は
じ
め
に

　

一
般
社
団
法
人 

み
や
ぎ
保
健
企
画　

セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
事
業
部
（
以
下
、

み
や
ぎ
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
）
は
、
病

院
グ
ル
ー
プ
法
人
が
約
50
人
の
職
員
が
外

部
化
し
（
薬
局
法
人
へ
移
籍
）
２
０
０
３

年
5
月
に
グ
ル
ー
プ
病
院
4
ヶ
所
、
1
日

の
生
産
食
数
１
７
０
０
食
で
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
現
在
、
50
ヶ
所
を
超
え
る
施
設

に
配
食
し
1
日
５
０
０
０
～
６
０
０
０
食

の
配
食
を
行
っ
て
い
ま
す
。こ
の
16
年
間
、

生
産
と
販
売
先
が
伸
び
る
た
び
に
、
新
た

に
多
く
の
失
敗
や
問
題
も
増
加
し
て
い
る

の
が
現
状
で
す
。

　

事
業
の
拡
大
と
と
も
に
ミ
ス
の
数
が
多

く
な
る
の
が
常
で
す
が
、
そ
の
こ
と
は
一

方
、
経
営
的
損
失
を
発
生
さ
せ
、
お
客
様

と
の
関
係
で
は
信
頼
を
失
う
こ
と
に
つ
な

が
り
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
な
ミ
ス
（
ヒ
ヤ

リ
・
ハ
ッ
ト
）
を
見
過
ご
す
こ
と
が
事
故

に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
・
調
理
作
業
の
失

敗
に
基
づ
く
ミ
ス
の
要
因
と
対
策
に
つ
い

て
事
例
報
告
・
分
析
対
策
を
紹
介
し
、
調

理
作
業
改
善
に
取
り
組
む
こ
と
が
、
人
手

不
足
の
中
、
安
全
を
担
保
し
生
産
性
を
あ

げ
る
重
要
な
視
点
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

給
食
事
業
は
、
食
事
づ
く
り
の
工
程
で

異
物
や
刃
物
の
破
片
な
ど
が
混
入
す
る

と
、
危
険
な
事
故
が
発
生
し
、
命
に
か
か

わ
る
問
題
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
て
お

り
、
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
の
段
階
で
改
善
す

る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

改
善
に
は
5
Ｓ
（
整
理
、
整
頓
、
清
掃
、

清
潔
、し
つ
け
）
が
基
本
に
な
り
ま
す
が
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
深
化
や
自
動
化

の
効
果
的
な
活
用
な
ど
、
ミ
ス
要
因
の
追

求
と
対
策
を
職
員
全
員
で
組
織
的
・
定
期

的
に
取
り
組
む
こ
と
が
極
め
て
重
要
で

す
。

　

ミ
ス
要
因
の
追
求
と
対
策
に
つ
い
て

は
、
と
り
わ
け
経
営
ト
ッ
プ
の
姿
勢
が
大

切
で
、
社
員
は
、
経
営
ト
ッ
プ
の
倫
理
観

を
超
え
る
行
動
を
起
こ
す
こ
と
は
難
し
い

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

み
や
ぎ
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
で
は
、

ミ
ス
の
分
析
と
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る
場
合
、
シ
ス
テ
ム
・
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
と
医
療
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
的
な
視
点
を
持
つ
、
株
式
会
社 

ナ
ナ
イ
ロ
に
協
力
を
お
願
い
し
、
科
学
的

な
分
析
に
基
づ
く
実
態
の
把
握
、
作
業
の

改
善
や
シ
ス
テ
ム
開
発
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
そ
れ
ら
の
一
部
を
ご
紹
介
い
た

し
ま
す
。

ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
分
析
と
改
善
取

り
組
み
事
例

事
例
1
：
２
０
０
８
年
5
月
1
日
（
木
）

～
２
０
０
９
年
3
月
31
日
（
火
）
11
ヶ
月

間
の
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
事
例
の
分
析
（
総

入
力
件
数
：
１
４
９
０
件
）

●
デ
ー
タ
は
、
報
告
ご
と
に
内
容
を
考
慮

し
、
1
件
以
上
の
「
日
付
」、「
曜
日
」、

「
部
署
」、「
報
告
」
を
入
力
（
図
1
）。

そ
の
際
に
、
報
告
を
特
徴
づ
け
る

「
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と
、
作
業
者
が
主
観

に
よ
り
決
定
し
た
「
要
因
」
を
入
力
。

■
ヒ
ヤ
リ
・
ハ
ッ
ト
を
3
系
要
因
に
分
類

し
、
要
因
を
詳
細
に
分
析

●
異
常
系
要
因

・
材
料
異
物
混
入 

・
材
料
異
常 

・
材
料
過
多 

・
材
料
不
足

ௐ
ཧ
࡞
ۀ
ͷ
ࣦ
ഊ
ܰ
ݮ
ʹ
޲
͚
ͯ

η
ϯ
τ
ϥ
ϧ
Ω
ỽ
ν
ϯ
ݚ
ڀ
ॴ
ɹ
ॴ
௕
ɹ
٢
田
ɹ
༤
࣍
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●
ミ
ス
系
要
因

・
調
理
異
物
混
入 

・
調
理
異
常

・
調
理
過
多 

・
調
理
不
足

●
管
理
系
要
因

・
献
立
／
カ
ー
ド

・
覚
書
／
報
告

・
機
器

・
改
善
／
提
案
／
疑
問

・
発
注
／
納
品
／
在
庫

・
発
注
／
入
荷
ミ
ス

・
検
品
／
配
送
ミ
ス

※
異
物
混
入
は
、
入
荷
食
材
か
ら
見
つ
か
る
と

い
う
報
告
も
多
く
、
現
在
も
削
減
に
向
け
取

り
組
ん
で
い
る

図１　ヒヤリ・ハット分析データ

表1　ミス要因の「意味」と「分類例」※髪の毛混入以外の事例

౷ܥ ཁҼ ҙຯ ෼ྨྫ

ҟৗܥ

ྉҟ෺ࠞೖࡐ ೖՙ食ࡐ΁ͷҟ෺ࠞೖใࠂ
੹೚ͷॴࡏ͸֎部ͷՄೳੑେ

നࡊʹ஬͕͍ͨ

ສೳωΪ　Ϗニールย͕ೖ͍ͬͯͨ

ྉҟৗࡐ ೖՙ食ࡐͷҟৗใࠂ
੹೚ͷॴࡏ͸֎部ͷՄೳੑେ

Ωϟϕπ　͍ࠇ͸ΜͯΜ

ͷେ͖͕͞͹Β͖ͭ͋Γڕ

ྉաଟࡐ ೖՙɺྫྷଂ͔ݿΒग़ͨ͠食ࡐͷ௒ա
ใࠂ

΋΍͕͖݀͋͠ϗςルύン̍ຕ෼͋·͍ͬͯΔ

ຯ઻ोͷ���LH（Ωϟϕπ）༨Γ

ྉෆ଍ࡐ 食ࡐͷෆ଍ใࠂ
ो　ωΪ　̎LHෆ଍

͠͠Ό΋���本ෆ଍

ϛスܥ

ௐ理ҟ෺ࠞೖ લ޻ఔ͔Βͷɺ·ͨ͸޻ݱఔͷ੒Ռ
෺΁ͷҟ෺ࠞೖใࠂ

ೆӝࣽ෇ʹϏニール͕ೖ͍ͬͯͨ（̏ܭ͸ೖ͍ͬͯͨ）

΄͏ΕΜ૲（͓ͻͨ͠）ʹ൅ͷໟ͕ೖ͍ͬͯͨ

ௐ理ҟৗ લ޻ఔ͔Βͷɺ·ͨ͸޻ݱఔͷ੒Ռ
෺ͷҟৗใࠂ

ͳΊΒ͔ϓϦンͷ࠭౶Λ͕ͯ͜͠͠·ͬͨ（̍LH）

؁ਣ͋Μͷຯ͕͏͍͢

ௐ理աଟ ੒Ռ෺ͷ௒աใࠂ
͍Μ͛Μ　γートύンͰ̐ຕ෼࢒Δ（പ௮͚ͷ෇͚߹Θͤ）

͓஡θϦーΛ̍ճ෼ଟͨͬ͘࡞　（͓஡θϦーͷྔ͕·͹Β）

ௐ理ෆ଍ ੒Ռ෺ͷෆ଍ใࠂ
౜͋͛ෆ଍（��੾Ε）

コンϙート　ௐ理͞Ε͍ͯͳ͔ͬͨ

管理ܥ

立ʗカーυݙ ɺカーυͷ（立ʗϨγϐݙ）ॻࣔࢦ
ෆඋʹىҼ͢Δ問୊ͷใࠂ

カットͷݙ立　͍Μ͛ΜΈͦᖱΊͱ一ॹʹͳ͍ͬͯͨˠݙ立గਖ਼

͏ͳ͗　��ຕ　༨ͬͨ　˰　ೖྗϛス　$16గਖ਼

֮ॻʗใࠂ ਃ͠ૹΓ಺༰ɺ·ͨ͸ଞͷཁҼʹ֘
౰͠ͳ͍ใࠂ

トϨϋ（トϚトθϦー）

͏ͳ͗　αϙ

機ث ௐ理機ثʹؔ͢Δใࠂ
ਕ͕͔͚͍ͯͨ　ˠ　େࠜ੾Γͳ͓͠

ϗςルύンͷ;ͨ　ෆ଍͍ͯ͠Δ（ຖ日）

վળʗఏҊʗٙ問 業務ͷվળʗఏҊʗٙ問ʹؔ͢Δใ
ࠂ

౾෗ͷೖΕํ（ೲ඼ͷࡍ）　͏Β͕͑͠ͰೖΕͳ͍

౾෗　΋΍͕͠େྔͷ࣌ɺେ͖͍ྫྷଂݿ΁ೖΕΔ

ൃ஫ʗೲ඼ʗݿࡏ ൃ஫ʗೲ඼ʗݿࡏঢ়گʹؔ͢Δใࠂ
΋΍͠　౰日ೲ඼ʹͳΔ

ͳ͢ෆ଍　��本པΜͩ

ൃ஫ʗೖՙϛス ൃ஫ɺೖՙϛスʹؔ͢Δใࠂ
੹೚ͷॴࡏ͸಺֎ࠞࡏ

ϓνトϚト　���コ　஫จ͞Εͯͳ͍

Έΐ͏͕ෆ଍　ˠ　ീඦ԰ͷෆ଍෼ͩͬͨ

඼ʗ഑ૹϛスݕ ग़࣌ݿͷݕ඼ɺ഑ૹઌɺ഑ૹํ๏ʹ
ؔ͢Δใࠂ

͓٬༷̍ɾ͓٬༷̎ͷ͕ܽېڕ඼　ˠ　ϑϦーζͰରԠ

͓٬༷̏ͷՙ෺͕͓٬༷̐΁行ͬͯ͠·ͬͨ
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■
手
作
業
・
目
視
確
認
の
除
外
と
Ｉ
Ｔ
の

活
用

　

ミ
ス
の
原
因
は
、
一
般
的
に
「
お
も
い

こ
み
ミ
ス
（
ミ
ス
テ
イ
ク
）」
と
「
う
っ

か
り
ミ
ス
（
ス
リ
ッ
プ
）」
の
2
つ
に
大

別
さ
れ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
前
者
は

ミ
ス
発
生
時
に
本
人
が
気
づ
く
こ
と
が
難

し
く
、
ま
た
こ
の
訂
正
に
は
体
系
的
な
教

育
な
ど
、
組
織
的
な
対
応
が
必
要
と
な
り

ま
す
。
対
し
て
後
者
は
手
作
業
や
目
視
確

認
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
上
記
の

表
に
お
い
て
報
告
さ
れ
た
多
く
の
ミ
ス
が

こ
れ
に
類
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
「
う
っ
か
り
ミ
ス
（
ス
リ

ッ
プ
）」
の
除
外
の
た
め
に
は
Ｉ
Ｔ
の
活

用
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
み

や
ぎ
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
で
は
、
出
荷

時
の
検
品
時
に
料
理
ご
と
に
出
庫
カ
ー
ド

（
図
2
）
を
貼
り
付
け
、
2
台
の
バ
ー
コ

ー
ド
リ
ー
ダ
ー
で
「
出
荷
用
の
カ
ー
ト
に

そ
の
料
理
が
搭
載
さ
れ
て
い
る
か
？
」
と

い
う
検
品
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
、
施
設
Ａ
に
送
る
は
ず
の
料
理

が
施
設
Ｂ
の
カ
ー
ト
に
載
っ
て
い
た
場

合
、
施
設
Ａ
の
カ
ー
ト
の
検
品
を
行
う
と

「
1
品
料
理
が
足
り
な
い
」
こ
と
が
分
か

り
、
施
設
Ｂ
の
カ
ー
ト
の
検
品
を
行
う
と

「
予
定
さ
れ
て
い
な
い
料
理
が
カ
ー
ト
に

載
っ
て
い
る
」
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
当

た
り
前
の
よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
が
、
検
品
処
理
を
行
っ
て
い
る
者

は
た
だ
「
カ
ー
ト
に
載
っ
て
い
る
料
理
の

バ
ー
コ
ー
ド
を
ス
キ
ャ
ン
し
て
い
る
だ

け
」
で
す
。
こ
こ
で
手
作
業
や
目
視
の
必

然
性
は
な
く
、
シ
ス
テ
マ
テ
ィ
ッ
ク
に
検

品
時
の
過
不
足
を
検
知
で
き
る
の
で
す
。

ま
た
、
こ
の
検
品
結
果
は
無
線
で
送
信
さ

れ
、
離
れ
た
事
務
所
で
も
検
品
の
作
業
状

況
を
、
顧
客
別
・
料
理
別
に
逐
一
確
認
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
（
図
3
）。

　

こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｔ
の
活
用
に
よ
り
、「
う

っ
か
り
ミ
ス
（
ス
リ
ッ
プ
）」
の
防
止
だ

け
で
な
く
、
作
業
状
況
の
「
み
え
る
化
」

に
よ
り
、
人
員
の
適
切
な
配
置
に
役
立
て

る
こ
と
が
可
能
で
す
。

■
ミ
ス
・
苦
情
で
多
い
の
は
髪
の
毛
の
混

入

　

表
１
は
、
毛
髪
以
外
の
異
物
混
入
の
事

例
で
す
が
、
毛
髪
混
入
の
対
策
は
ど
の
施

設
も
課
題
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

み
や
ぎ
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
で
は
毛

髪
混
入
防
止
対
策
の
原
則
と
管
理
を
学
び

な
が
ら
、『
落
と
さ
な
い
・
持
ち
込
ま
な
い
』

対
策
と
し
て
、
会
社
で
髪
を
と
か
す
場
を

設
置
し
、
各
自
に
個
人
用
の
“
櫛
”
を
提

供
、
作
業
時
前
に
髪
を
と
か
す
こ
と
を
業

務
化
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
相
当
数
、
髪
の
毛
の
混
入

が
減
少
し
ま
し
た
。
ま
た
、
現
在
は
毛
髪

が
堆
積
し
や
す
い
場
所
、
毛
髪
が
落
下
し

て
い
る
と
混
入
の
危
険
性
が
高
い
場
所
な

ど
を
明
確
に
し
、
確
実
に
毛
髪
を
除
去
で

き
る
清
掃
が
課
題
で
す
。白
衣
や
帽
子
も
、

ズ
ボ
ン
の
す
き
間
な
ど
か
ら
髪
の
毛
が
落

下
し
な
い
よ
う
な
も
の
に
変
更
・
改
善
し

て
い
ま
す
。

分
析
か
ら
見
え
て
き
た
考
察
す
べ

き
ポ
イ
ン
ト

【
考
察
1
】手
作
業
の
軽
減
が
カ
ギ（
表
2
）

●
発
注

発
注
／
入
荷
ミ
ス
（
管
理
系
要
因
）
は

２
・
６
回
／
月
発
生
。
こ
れ
ら
の
ミ
ス

に
よ
り
食
材
の
過
不
足
が
生
じ
る
た
め
、

調
理
指
示
カ
ー
ド
等
の
修
正
が
必
須
に

な
る

●
受
注

欠
品
が
度
々
発
生
。受
注
時
の
ミ
ス
が
、

調
理
・
配
送
業
務
に
影
響
す
る

●
調
理

調
理
指
示
カ
ー
ド
等
の
修
正（
手
作
業
）

が
頻
発
。

現
場
の
手
順
・
内
容
が
反
映
さ
れ
ず
、

自
動
化（
バ
ー
コ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
使
用
）

の
メ
リ
ッ
ト
が
生
か
さ
れ
て
な
い⇒

今

図２　出庫カード（お客様の料理ごとに貼付）図３　お客様ごとの検品状況
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後
、
作
業
現
場
で
の
変
更
が
あ
れ
ば
、

献
立
ソ
フ
ト
・
指
示
書
な
ど
に
同
時
に

反
映
さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
必

要
が
あ
る

【
考
察
2
】
検
品
業
務
の
軽
減
が
カ
ギ

●
「
出
庫
」で
の
異
常
・
ミ
ス
報
告
が
多
い

（
図
5
・
6
）

異
常
・
ミ
ス
の
流
出
防
止
の
た
め
に
は

検
品
精
度
の
向
上
が
カ
ギ
だ
が
、
現
状

で
は
数
を
さ
ば
く
の
に
人
員
が
さ
か
れ

て
い
る
？

●
「
調
理
の
指
示
」
は
発
注
内
容
、「
検

品
の
指
示
」
は
受
注
内
容

発
注
内
容
と
受
注
内
容
に
は
差
異
が
あ

る
た
め
、
必
然
的
に
異
常
・
ミ
ス
が
出

庫
へ
流
入
す
る

【
考
察
3
】
指
示
カ
ー
ド
の
書
式
が
カ
ギ

●
カ
ー
ド
単
体
で
作
業
を
行
え
る
わ
け
で

は
な
い
（
図
8
・
9
）

レ
シ
ピ
は
作
業
指
示
書
に
記
載
の
た

め
、
カ
ー
ド
単
体
で
は
作
業
不
可

●
重
要
な
情
報
が
目
立
つ
よ
う
に
記
載
さ

れ
て
い
な
い

大
き
さ
・
色
・
配
置
等
の
考
慮
が
十
分

と
は
言
え
な
い

ʢ݅ʣ

図６　報告数上位の「３つの要因（調理異常・材料不足・調理不足）」と
４つの部署（出庫・野菜・加熱・サラダ）」の関係

ʢ݅ʣ

図４　「曜日」毎の報告件数

ʢ݅ʣ

図５　「部署」毎の報告件数

表２　手作業の状況とその原因

ঢ়گ Ҽݪ

ൃ஫ ຖճɺख࡞業Ͱͷൃ஫ઌͷมߋɺൃ஫಺༰ͷ集໿ʗ
ৼΓ෼͚ɺൃ஫਺ͷ集ܭ

ൃ஫࣌ʹ஫จॻ͕業ऀຖʹࣗಈग़ྗ͞ΕΔ͕ɺ業ऀ౎߹
ʗظ࣌ʹΑΓ஫จͰ͖ͳ͍঎඼͕͋ΔͨΊ

ड஫ �病院Ҏ֎ͷ顧٬͔Β͸'"9ʹͯड஫͠ɺຖճɺ಺
༰ΛγスςϜ΁खೖྗ

$,ಋೖͱಉ͡ݱ行γスςϜΛઃஔ͠ɺデータΛメール
ૹ෇ͯ͠΋Β͏ඞཁ͕͋Δ͕ɺ顧٬ෛ୲͕େ͖͘ະઃஔ

ௐ理（ௐ߹） ຖ日ɺಉ͡ϨγϐͷカーυΛ୳͠ग़͠ɺௐ߹͢Δௐ
ຯྉͷྔΛ集͠ܭɺカーυʹखॻ͖ͷमਖ਼Λ行͏

Ϩγϐ͕ಉ͡Ͱ΋食छຖʹෳ਺ͷௐ߹カーυ͕ग़ྗ͞Ε
ΔͨΊ
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【
考
察
4
】
事
務
処
理
の
効
率
化
が
カ
ギ

●
電
話

着
呼
直
後
の
対
応
が
多
く
み
ら
れ
た

が
、
非
効
率
で
あ
る
た
め
、
用
件
を
伺

っ
た
後
は
一
度
電
話
を
切
り
、
ま
と
め

て
対
応
す
べ
き
。
ま
た
、
着
呼
後
の
情

報
展
開
を
考
え
る
と
、
電
話
番
を
決
め

た
方
が
効
率
的

●
連
絡

連
絡
（
着
／
発
）
が
昼
休
み
直
後
に
集

中
し
て
い
る
。
昼
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
の

あ
り
か
た
を
再
考
す
べ
き

●
チ
ャ
イ
ム

繁
忙
時
間
帯
の
対
応
が
多
い
（
図
14
）。

来
訪
者
対
応
方
法
を
簡
素
化
す
べ
き

●
打
ち
合
わ
せ

午
前
の
繁
忙
時
で
は
な
く
、
15
：
30
～

の
比
較
的
余
裕
の
あ
る
時
間
帯
を
有
効

活
用
す
べ
き
（
図
15
）

【
提
案
】
事
務
所
の
時
間
割 

●
11
：
00
～
12
：
30
は
献
立
改
善
等
の
戦

略
的
作
業
を
行
う

●
14
：
00
ま
で
は
ク
レ
ー
ム
へ
の
返
答
を

行
わ
な
い

●
昼
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
15
：
00
へ
移
動

す
る

●
打
ち
合
わ
せ
／
来
客
対
応
は
16
：
00
以

降
に
行
う

図９　調合カード 図８　下処理カード

図７　みやぎセントラルキッチンにおける業務と、モノ・情報の流れ
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今
回
の
報
告
で
は
「
ミ
ス
の
発
生
」
が

“
い
つ
”、“
ど
こ
で
”、“
な
ぜ
”起
き
た
か
？

の
調
査
結
果
に
つ
い
て
述
べ
て
き
ま
し

た
。
ミ
ス
に
つ
い
て
は
「
発
生
」
と
い
う

よ
り
は
「
検
出
」
と
し
て
と
ら
え
る
方
が

今
回
の
調
査
結
果
に
合
致
し
た
表
現
と
言

え
ま
す
。

　

ま
ず
、“
い
つ
”
に
つ
い
て
、
曜
日
別

に
み
る
と
月
曜
日
が
多
い
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
（
図
4
）。
こ
れ
は
、
休
み
前
の
申

し
送
り
ミ
ス
や
休
み
中
の
「
検
出
」
が
週

明
け
に
明
ら
か
に
な
る
。
と
い
っ
た
こ
と

が
多
い
か
ら
だ
と
分
か
り
ま
し
た
。

　

次
に
、“
ど
こ
で
”
に
つ
い
て
は
、「
出

庫
」
部
署
に
多
い
と
い
う
結
果
に
な
り
ま

し
た
（
図
5
）。
こ
れ
は
「
ミ
ス
を
検
出

す
る
最
後
の
砦
」
と
い
う
役
割
が
故
の
結

果
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

最
後
に
、“
な
ぜ
”
で
す
が
、こ
れ
は
「
予

定
外
に
生
じ
る
割
り
込
み
作
業
に
時
間
が

と
ら
れ
、
適
切
な
時
間
配
分
で
取
り
組
む

べ
き
仕
事
に
取
り
組
め
な
い
た
め
」
と
い

う
こ
と
が
今
回
の
調
査
で
明
ら
か
に
な
り

ま
し
た
。

　
「
重
要
」⇔

「
重
要
で
な
い
」、「
緊
急
」

⇔

「
緊
急
で
な
い
」と
い
う
軸
を
基
に
4
つ

の
領
域
に
よ
り
時
間
管
理
の
マ
ト
リ
ク
ス

を
表
し
た
場
合（
図
16
）、「
緊
急
」に
割
り

あ
て
ら
れ
る
作
業
に
目
が
向
き
が
ち
で
す
。

8 

■╔電の頻度（回）と 所要時間（分）

図 11  図 12 
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	 図10　着電の頻度（回）	 図11　着電時の所要時間（分）
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■架電 の頻度（回） と 所要時間（分）
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図 15 チャイム（来客対応）の頻度（回） 図 16 打ち合わせの所要時間（分） 
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	 図12　架電の頻度（回）	 図13　架電時の所要時間（分）
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図 15 チャイム（来客対応）の頻度（回） 図 16 打ち合わせの所要時間（分） 
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	 図14　チャイム（来客対応）の頻度（回）	 図15　打ち合わせの所要時間（分）
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し
か
し
、本
当
に
注
力
す
べ
き
は
「
重
要
」

か
つ
「
緊
急
で
な
い
」
作
業
、
例
え
ば
申

し
送
り
や
問
題
意
識
の
共
有
の
た
め
の

「
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
や
、
よ
り
安
全
で
経

済
的
で
美
味
し
く
作
業
中
の
ミ
ス
を
少
な

く
す
る
た
め
の
「
献
立
改
善
」
な
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
妨
害
す
る「
割
り
込
み
対
応
」

の
時
間
を
あ
ら
か
じ
め
決
め
て
お
け
ば
、

「
重
要
」
か
つ
「
緊
急
で
な
い
」
作
業
を

確
実
か
つ
丁
寧
に
行
う
こ
と
で
ミ
ス
が
減

り
ま
す
。
結
果
と
し
て
「
緊
急
」
に
対
応

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な
「
ク
レ
ー

ム
対
応
」
も
減
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
ま

た
更
に
「
重
要
」
か
つ
「
緊
急
で
な
い
」

作
業
を
行
う
時
間
が
増
え
る
。
と
い
う
好

循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。

　

割
り
込
み
対
応
や
ク
レ
ー
ム
対
応
に
忙

殺
さ
れ
て
新
た
な
ミ
ス
を
生
ん
で
い
て
は

本
末
転
倒
で
す
。
本
当
に
注
力
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
仕
事
は
何
か
？
そ
れ
を
各
自

が
常
に
意
識
し
、
時
間
管
理
を
行
う
こ
と

が
肝
要
で
す
。

最
後
に

　

常
に
改
善
し
続
け
る
こ
と
が
、
企
業
の

存
続
と
成
長
・
発
展
を
支
え
ま
す
。
設
備

投
資
よ
り
も
、
作
業
方
法
、
モ
ノ
の
作
り

方
を
改
善
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
高
い
生

産
性
向
上
や
原
価
の
低
減
、
利
益
の
確
保

を
図
れ
る
の
で
す
。
ま
た
、
ム
リ
・
ム
ダ
・

ロ
ス
を
徹
底
し
て
省
く
こ
と
は
、
売
価
を

低
く
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
社
会
貢
献
と

な
り
強
力
な
武
器
に
な
り
ま
す
。

　

お
金
を
使
わ
ず
・
知
恵
を
出
し
・
従
来

の
や
り
方
を
変
え
て
い
く
、『
改
善
に
お

わ
り
な
し
』
を
合
言
葉
に
、
た
ゆ
ま
ぬ
改

善
活
動
に
挑
戦
す
る
。
そ
の
よ
う
な
社
風

を
創
り
出
す
こ
と
が
企
業
の
発
展
の
土
台

を
創
り
出
す
も
の
で
す
。

　

今
回
の
投
稿
に
あ
た
っ
て
、
ご
協
力
を

頂
い
た
株
式
会
社
ナ
ナ
イ
ロ　

執
行
役
員　

樋
口
祐
紀
氏
に
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
、

心
か
ら
お
礼
と
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

表４　１日の作業時間の内訳（単位：分）

間഑෼（෼）࣌ "͞Μ #͞Μ $͞Μ %͞Μ ૯߹ ׂ߹
割り込み 31 42 43 50 166 9%
1$ೖྗ �� �� � �� ��� ��
PC修正 194 0 198 71 464 25%

ாථνΣック � �� �� �� �� ��
ாථमਖ਼ �� � � � �� ��

カーυνΣック � �� �� � �� ��
カーυमਖ਼ � � � � � ��
৔ௐ੔ݱ � �� �� �� ��� ��
事務ॴௐ੔ �� � �� � ��� ��

ͦͷଞ（ग़ՙ） � ��� �� � ��� ��
ͦͷଞ（ݿࡏௐࠪ） � ��� � � ��� ���
ͦͷଞ（カーυషΓ） � � �� � �� ��

ͦͷଞ（ൃ஫） � � � ��� ��� ���
૯࣌間 ��� ��� ��� ��� �
��� ����

【提案】事務所の時間割	

図16　時間管理のマトリクス
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▍2019年度第３回理事会

　����೥౓ୈ̏ճ理事会͸ɺશ日本病院協会ͷֶ
会会৔ͱͯ͠ͷ名ݹ԰国ࡍ会ٞ৔ʹ͓͍ͯ։͞࠵Ε
·͕ͨ͠ɺ名మઢɺ+3ઢɺ஍Լమ名৓ઢͱ৐Γ͑׵
西ߴଂӺ͔Βెา̑෼ͷ会৔͔ΒҠಈ͢Δ͜ͱ��෼
΄Ͳͷ名ݹ԰ޫ؍ϗςルͰ։ͨ͠࠵ɻ

　日　　時　　2019年９月27日㈮　16時30
分～17時30分

　場　　所　　名古屋観光ホテル　桂の間

	˙審議事項
ᾇ　ೖ会（会員）ʹ͍ͭͯ
̐社͔Βͷೖ会ਃ͠ࠐΈ͕ঝೝ͞Εͨɻ
会社　4&7&/�41*3*54ࣜג˖
代表取締役　ૣ઒　　੣
ԭೄݝ中಄܊ಡ谷村ࢤߴࣈอ���ʵ̍
会社　ΠυϜࣜג˖
代表取締役会長　খྛ　ਖ਼༤
新ׁݝ新ׁࢢ西۠新௨ೆ̍ʵ��ʵ��
˖ラΠϑαϓラΠ　ࣜג会社
代表取締役社長　Ճ౻　ོߒ
東京౎ދ۠ߓϊ門̏ʵ��ʵ��
会社　ޫ෩社ࣜג˖
代表取締役社長　ԣ田　　ರ
ळ田ݝळ田ࢢอށ໺͢Θொ̒൪��߸

ೖ会（ࢍॿ会員）ʹ͍ͭͯ
̏社͔Βͷೖ会ਃ͠ࠐΈ͕ঝೝ͞Εͨɻ
߹業૑଄協ಉ૊ا$*'*$"1˖
代表理事　Ӭ井　　फ
Ѫ஌ݝ名ݹ԰ࢢ東۠ઘ̍ʵ��ʵ��
˖ΤϨクターࣜג会社
代表取締役　༄԰　　ོ
東京౎໨্۠ࠇ໨̎ࠇʵ̍ʵ̍
˖日本ௐ理機ࣜג会社
代表取締役社長　ᜊ౻　༗࢙
東京౎େ田۠東࿡̏ڷஸ໨��൪஍̔߸

ᾈ　理事ͷࣙ೚ʹ͍ͭͯ
　๺日本ࢧ部ͷࡈ౻秀ل理事͔Βͷࣙ೚ಧ͕͋Γঝ
ೝ͞Εͨɻ

ᾉ　ୈ��ճ࣏療食౳ݙ立ɾௐ理ٕज़コンςストʹ͍ͭͯ
　࣮行委員会ͷ構੒員ͱɺӡӦडୗ会社͕ঝೝ͞Εͨɻ
·ͨɺୈ��ճ࣏療食౳ݙ立ɾௐ理ٕज़コンςストͷ
։࠵஍ʹ͍ͭͯɺେࡕͱ͢Δ͜ͱ͕ঝೝ͞Εͨɻ

ᾊ　֎国ਓٕೳ࣮श委員会ʹ͍ͭͯ
　֎国ਓٕೳ࣮श委員会委員ͷ೚໋ʹ͍ͭͯฒͼʹ
医療ɾ෱ࢪࢱઃ給食੡଄ٕೳ࣮शධՁ委員ٴͼٕೳ
࣮शධՁ委員ͷ೚໋ʹ͍ͭͯঝೝ͞Εͨɻ

ᾋ　ୈ��ճϑーυータϦンάγϣーͰͷ協会セϛ
φーΛɺʮ給食事業ऀͷ֎国ਓࡐड͚ೖΕͷΠϩϋ
ʙԡ͓͑ͯ͘͞΂͖ϙΠントͱड͚ೖΕମ੍ʙʯ
ͷςーϚͰセンνϡϦー๏཯事務ॴ　หޢ士ͷਿ
田ণฏઌੜʹґཔ͢Δ͜ͱ͕ঝೝ͞Εͨɻ

ᾌ　����೥౓૯会ಛผߨԋʹ͍ͭͯɺ࡞Ո　ಐ門
ౙೋ（Ͳ͏΋Μ;Ώ͡）ࢯʤݩ東京౎޿ใ室長ɺ
౎஌事ൿॻɺ੓ࡦ室長ʥʹґཔ͢Δ͜ͱ͕ঝೝ͞
Εͨɻ

ᾍ　࣍ͷ事߲ʹ͍ͭͯใ͞ࠂΕͨɻ
ɾୈ��ճւ֎࡯ࢹใࠂ
ɾ਍療ใुվఆ（ೖ院࣌食事療養Ճࢉ）ཁ๬ͷఏ
ग़ʹ͍ͭͯ
ɾ協会ओ࠵ͷランνϣンセϛφーʹ͍ͭͯ
ɾऀױ給食डୗ੹೚ऀ֨ࢿೝఆߨश会࣮ࢪঢ়گ
ɾ食඼Ӵੜ૯ׅ੹೚ऀߨश会࣮ࢪঢ়گ
ɾ新࠾ن༻栄養士ݚम会࣮ࢪঢ়گ
ɾ栄養士委員会֤ࢧ部ݚमঢ়گ
ɾ֤ࢧ部会ٞใࠂ

ୀ会（会員）ʹ͍ͭͯใࠂ
೥ݩ会社　จԽコーϙϨーγϣン（ྩ࿨ࣜג˖
݄̓��日෇）

ୀ会（ࢍॿ会員）ʹ͍ͭͯใࠂ
೥ݩ会社　γニΞラΠϑクϦΤΠト（ྩ࿨ࣜג˖
݄̒��日෇）

ཧ事会ใࠂ
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東
北
の
最
北
・
青
森
県
。
県
内
で
幅
広
い
事
業
を
展
開

し
、
数
多
く
の
給
食
事
業
を
受
託
す
る
（
株
）
城
ヶ
倉
観

光
の
３
名
の
方
々
か
ら
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

外
食
事
業
か
ら
給
食
事
業
へ

　
「
８
月
は
ね
ぶ
た
、お
盆
、青
森
は
ほ
ん
と
う
に
忙
し
い
。

こ
の
時
期
は
、
私
も
ホ
テ
ル
や
レ
ス
ト
ラ
ン
の
ヘ
ル
プ
に

回
っ
て
ま
す
。今
日
は
お
盆
も
終
わ
り
落
ち
着
い
た
の
で
、

よ
う
や
く
い
つ
も
ど
お
り
、
受
託
し
て
い
る
７
～
８
施
設

を
回
る
予
定
で
す
。」

　

笑
顔
で
話
す
の
は
、（
株
）城
ヶ
倉
観
光
の
代
表
取
締
役
・

宮
本
健
四
郎
さ
ん
。
平
成
30
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば

か
り
の
「
青
森
ね
ぶ
た
セ
ン
ト
ラ
ル
キ
ッ
チ
ン
（
以
下
Ｃ

Ｋ
）」
の
ま
だ
新
し
い
応
接
室
で
お
話
を
う
か
が
っ
た
。

　
「
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
協
会
に
所
属
し
た
の
は
、
青

森
市
民
病
院
の
給
食
事
業
の
受
託
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

私
ど
も
の
会
社
は
、
も
と
も
と
ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
の

経
営
、
サ
ー
ビ
ス
業
・
外
食
産
業
部
門
が
母
体
で
す
。
新

た
な
挑
戦
と
し
て
は
じ
ま
っ
た
給
食
事
業
で
し
た
が
、
今

で
は
地
域
の
病
院
・
施
設
さ
ん
か
ら
多
数
の
受
託
を
受
け
、

基
幹
事
業
に
成
長
し
ま
し
た
。
こ
の
Ｃ
Ｋ
で
23
病
院
・
施

設
合
わ
せ
て
約
３
３
０
０
食
、
そ
の
他
さ
ま
ざ
ま
な
受
託

施
設
を
合
わ
せ
る
と
、
毎
日
約
１
０
０
０
０
食
を
提
供
し

て
い
ま
す
。

　

メ
デ
ィ
カ
ル
給
食
業
界
だ
か
ら
『
患
者
さ
ん
』
っ
て
呼

ぶ
方
が
多
い
と
思
う
の
で
す
が
、私
た
ち
は
『
お
客
さ
ん
・

お
客
様
』
っ
て
呼
ぶ
こ
と
が
多
い
で
す
し
、
常
に
そ
う
い

う
立
ち
位
置
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
ま
す
。」

 

株式会社城ヶ倉 観光
安心・安全でおいしく、自宅と同じあたたかさを。

ձһۀا
঺հ
no.021

セントラルキッチン内には最新式の機器
が並ぶ。下処理・加熱・冷却・加工・出
荷までの工程を４日間かけて行う
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セントラルキッチンセントラルキッチン

外食・宿泊事業外食・宿泊事業
給食事業給食事業

セントラルキッチンセントラルキッチン

外食・宿泊事業外食・宿泊事業
給食事業給食事業

2018年４月にオープン。ニュークックチル・クックチル
システムにより『安心・安全な美味しい食事』を提供する

੨৿ͶͿͨηϯτϥϧΩονϯ

【給食業務受託施設（ニュークックチル方式）】
青森慈恵会病院、青い森病院、青森敬仁会病院、他
【給食業務受託施設（クックサーブ方式）】
青森県立中央病院、青森市民病院、
青森県立つくしが丘病院、青森市立浪岡病院、他

පӃ಺डୗۀ຿

↑同じメニューの形体変化。
　左上がキザミ食。左下が一口大。右中央が常食
←発注時に指示されるさまざまな形体や制限メニューに対応する

常時、温度管理が可能なシステム
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や
る
な
ら�

と
こ
と
ん

安
心
・
安
全
な
衛
生
管
理
を

　

受
託
が
増
え
た
背
景
に
は
何
か
こ
だ
わ

り
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

例
え
ば
、給
食
事
業
で
一
番
大
切
な『
安

全
・
安
心
な
衛
生
管
理
』を
Ｐ
Ｒ
し
、信
頼

を
得
る
た
め
に
何
で
も
挑
戦
し
よ
う
と
考

え
、
青
森
県
の
行
政
主
導
で
行
わ
れ
て
い

る
県
産
食
品
認
証
制
度
Ａ

－

Ｈ
Ａ
Ｃ
Ｃ
Ｐ

と
い
う
制
度
な
ど
は
導
入
さ
れ
た
直
後
に

取
得
し
ま
し
た
。

　

病
院
内
で
の
給
食
事
業
の
受
託
か
ら
、

Ｃ
Ｋ
シ
ス
テ
ム
を
導
入
す
る
と
決
め
ら
れ

た
経
緯
は
ど
ん
な
部
分
に
あ
っ
た
の
だ
ろ

う
。
社
長
の
宮
本
氏
か
ら
青
森
ね
ぶ
た
キ

ッ
チ
ン
事
業
総
括
部
長
の
佐
野
恒
彦
さ
ん

を
ご
紹
介
い
た
だ
い
た
。

　
「
佐
野
に
は
約
２
年
半
、
Ｃ
Ｋ
準
備
室

の
責
任
者
と
し
て
、
全
国
あ
ち
こ
ち
視
察

に
行
っ
て
も
ら
い
オ
ー
プ
ン
に
携
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
と
い
う
こ
と
で
Ｃ
Ｋ
の
説

明
は
任
せ
ま
す
。
あ
と
は
よ
ろ
し
く
！
」

調
理
環
境
で
手
法
が
変
わ
る

調
整
の
難
し
さ

　
「
ご
紹
介
に
預
か
り
ま
し
た
佐
野
で
す
。

社
長
か
ら
、“
こ
れ
か
ら
の
給
食
ビ
ジ
ネ

ス
の
時
代
は
調
理
技
術
の
向
上
と
省
力
化

だ
。
Ｃ
Ｋ
を
青
森
市
内
に
開
設
せ
よ
”
と

の
命
を
受
け
て
、準
備
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
当
時
の
献
立
か
ら
積
算
数
を
出

し
、
視
察
に
行
っ
た
先
で
見
た
厨
房
設
備

を
あ
れ
こ
れ
調
べ
、
作
業
量
を
計
算
す
る

と
い
う
、
主
に
デ
ー
タ
作
り
・
数
字
解
析

を
中
心
に
行
い
ま
し
た
。

　

や
は
り
た
い
へ
ん
だ
っ
た
の
は
、
施
設

さ
ん
ご
と
に
変
わ
る
調
理
工
程
の
調
整
で

し
ょ
う
か
…
。
担
当
の
方
と
お
話
し
、
細

か
な
相
談
を
す
る
。
動
き
は
じ
め
て
か
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
の
厨
房
に
赴
き
、
こ
う
い
う

や
り
方
が
い
い
で
す
よ
、
と
い
う
提
案
と

レ
ク
チ
ャ
ー
を
数
日
間
行
う
、
そ
れ
が
終

わ
っ
た
ら
次
の
施
設
…
と
い
う
よ
う
に
、

一
つ
ひ
と
つ
に
時
間
が
か
か
り
ま
し
た
。

　

例
え
ば
、
あ
る
病
院
で
は
『
皿
盛
り
再

加
熱
』
と
い
う
の
を
採
用
し
て
い
ま
す
。

事
前
に
チ
ル
ド
状
態
の
も
の
を
皿
に
盛

り
、
ス
チ
ー
ム
コ
ン
ベ
ク
シ
ョ
ン
や
リ
ヒ

ー
ト
ウ
ォ
ー
マ
ー
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
を
使
っ

て
再
加
熱
す
る
方
法
で
す
。
病
床
数
、
調

理
ス
ペ
ー
ス
や
器
具
、
そ
の
他
の
環
境
に

よ
り
再
加
熱
方
式
を
変
え
て
い
る
の
で
す

が
、そ
れ
が
最
善
と
は
限
り
ま
せ
ん
。『
こ

の
厨
房
は
せ
ま
い
か
ら
や
っ
ぱ
り
こ
の
方

法
は
難
し
い
』
と
か
。
病
院
・
施
設
さ
ん

ご
と
に
、
必
ず
個
別
対
応
が
必
要
で
し

た
。」

青森ねぶたセントラルキッチン事業総括本部長
の佐野恒彦さん。衛生管理のため、常時白衣を
着用しているそうです。
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全
国
共
通
の
課
題

「
人
材
確
保
」
の
取
り
組
み

　
「
人
材
確
保
の
問
題
は
Ｃ
Ｋ
を
導
入
し

て
か
ら
も
や
は
り
常
時
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
、
以
前
早
番
３
人
・
遅
番
３
人
以

上
で
調
理
か
ら
行
っ
て
い
た
施
設
で
は
、

あ
た
た
め
直
し
て
盛
り
つ
け
て
配
膳
す
る

と
い
う
業
務
に
簡
易
化
で
き
た
こ
と
で
、

早
番
・
遅
番
各
１
人
ず
つ
で
食
事
を
提
供

で
き
て
い
る
と
い
う
例
は
あ
り
ま
す
。

　

全
体
で
見
る
と
、
私
が
管
理
す
る
Ｃ
Ｋ

部
門
だ
と
、
受
託
施
設
は
増
加
し
ま
し
た

が
、
以
前
よ
り
少
な
い
ス
タ
ッ
フ
数
で
分

担
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

本
音
を
言
え
ば
、
ゼ
ロ
か
ら
育
て
る
よ

り
も
、
経
験
を
積
ん
だ
方
に
来
て
欲
し
い

と
い
う
気
持
ち
は
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
Ｃ

Ｋ
で
は
４
日
前
か
ら
の
作
業
に
な
る
の
で

比
較
的
納
期
に
余
裕
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
短
時
間
な
ら
働
け
る
・
短
時

間
な
ら
働
き
た
い
、
と
思
っ
て
い
る
方
々

を
積
極
的
に
採
用
し
、
少
し
多
め
の
人
数

で
シ
フ
ト
を
組
み
、
担
当
す
る
持
ち
場
も

偏
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
す
る
こ
と
で
、
急
な
欠
員
も
補
い

合
え
て
い
ま
す
。
で
す
の
で
、
今
Ｃ
Ｋ
で

は
約
20
名
の
ス
タ
ッ
フ
が
所
属
し
て
い
ま

す
が
、
常
時
11
人
～
13
人
の
勤
務
体
制
で

シ
フ
ト
を
組
む
か
た
ち
で
す
ね
。

　

今
こ
の
方
法
が
成
り
立
っ
て
い
る
の
は

Ｃ
Ｋ
だ
け
で
す
が
、
将
来
的
に
は
、「
ち

ょ
っ
と
ず
つ
仕
事
を
し
て
支
え
合
う
」
と

い
う
よ
う
な
仕
組
み
が
で
き
て
い
く
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
体
調
面
の
不
安
が
あ
っ
た
り
、
優

先
し
て
休
み
た
い
と
い
う
ス
タ
ッ
フ
の
仕

事
を
代
わ
れ
る
存
在
で
あ
り
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
ね
ぶ
た
で
も
お
盆
で
も
家
族

サ
ー
ビ
ス
で
も
、
休
み
た
い
と
き
に
休
ん

で
よ
、
と
言
え
る
環
境
で
あ
り
た
い
で
す

ね
。」

美
味
し
い
献
立
へ
の

こ
だ
わ
り
と
人
材
の
広
が
り

　

同
社
内
で
運
営
す
る
三
内
丸
山
遺
跡
の

併
設
レ
ス
ト
ラ
ン
の
看
板
デ
ザ
ー
ト
メ
ニ

ュ
ー
（
そ
ふ
と
栗
夢
）
の
開
発
に
も
か
か

わ
っ
た
と
い
う
佐
野
さ
ん
。

　

給
食
事
業
に
携
わ
る
よ
う
に
な
っ
て

も
、
や
は
り
お
い
し
い
も
の
へ
の
こ
だ
わ

り
が
あ
り
そ
う
だ
。

　
「
お
い
し
さ
を
追
求
し
て
し
ま
う
と
こ

ろ
は
、
や
っ
ぱ
り
料
理
人
の
こ
だ
わ
り
で

し
ょ
う
か
。
こ
の
Ｃ
Ｋ
で
も
メ
ニ
ュ
ー
に

は
こ
だ
わ
り
が
あ
り
ま
す
。

　

地
元
・
青
森
ら
し
い
メ
ニ
ュ
ー
『
卵
味

噌
（
卵
・
酒
・
出
汁
・
味
噌
を
ま
ぜ
た
朝

食
に
定
番
の
お
か
ず
）』、『
ね
り
こ
み
（
野

菜
に
葛
を
入
れ
て
甘
く
煮
た
も
の
）』
な

ど
は
、
や
は
り
好
評
で
す
ね
。」

　
「
こ
の
あ
と
、
弊
社
の
別
の
事
業
部
の

受
託
責
任
者
を
紹
介
し
ま
す
が
、
行
政
が

管
理
し
て
い
る
病
院
と
い
う
と
こ
ろ
も
あ

り
、
食
材
の
入
札
か
ら
、
調
理
方
法
な
ど
、

ま
っ
た
く
違
う
流
れ
で
す
。
同
じ
社
員
で

す
が
仕
事
の
接
点
は
な
く
て
、
年
に
一
度

忘
年
会
で
会
う
く
ら
い
で
。

　

弊
社
に
は
「
食
」
と
「
サ
ー
ビ
ス
」
に

携
る
さ
ま
ざ
ま
な
業
態
の
い
ろ
ん
な
職
種

が
あ
り
、
Ｃ
Ｋ
と
は
違
う
視
点
で
給
食
事

業
を
見
ら
れ
る
社
員
を
紹
介
す
る
の
も
、

僕
の
仕
事
か
な
、
と
思
い
ま
し
て
…
…
。

今
か
ら
お
連
れ
し
ま
す
ね
」

多
く
の
人
々
の
声
に

耳
を
傾
け
る
機
会
を

　

青
森
市
内
の
総
合
病
院
に
移
動
し
、
事

務
所
に
入
る
と
明
る
い
笑
顔
の
女
性
が
出

て
き
た
。

　
「
弊
社
管
理
栄
養
士
で
、
こ
ち
ら
の
受

託
責
任
者
を
し
て
お
り
ま
す
長
谷
川
明
子

で
す
。」

　

長
谷
川
さ
ん
は
、
表
紙
モ
デ
ル
を
引
き

受
け
て
く
れ
た
小
比
類
巻
さ
ん
の
上
司
に

あ
た
り
、
病
院
内
の
管
理
栄
養
士
と
し
て

の
キ
ャ
リ
ア
が
長
い
。

佐野さんがよくヘルプに回るという洗浄室。返却状況の確認も業務のひとつだ。
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「
現
在
の
事
務
ス
タ
ッ
フ
は
、
小
比
類

巻
の
ほ
か
2
名
＋
産
休
前
の
時
短
職
員
、

計
5
名
体
制
で
す
。
厨
房
ス
タ
ッ
フ
を
合

わ
せ
て
50
数
名
で
、
病
院
給
食
の
委
託
を

受
け
て
い
ま
す
。
給
食
管
理
は
従
事
者
一

人
ひ
と
り
の
ス
キ
ル
が
大
事
に
な
る
の
で
、

間
違
え
て
し
ま
っ
た
時
は
、
な
ぜ
間
違
え

た
か
を
伝
え
、
正
し
く
理
解
し
ス
キ
ル
を

積
ん
で
い
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

ベ
テ
ラ
ン
と
い
う
立
場
で
す
が
、
多
く

の
病
院
を
見
て
き
て
、
奥
の
深
さ
を
実
感

し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
病
院
ご
と
に
シ
ス

テ
ム
が
違
い
ま
す
。
施
設
が
古
い
こ
と
を

言
い
訳
に
せ
ず
、
大
量
調
理
マ
ニ
ュ
ア
ル

を
遵
守
で
き
る
よ
う
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を

こ
ら
し
な
が
ら
、
安
心
・
安
全
に
あ
た
た

か
く
て
お
い
し
い
も
の
を
作
っ
て
い
る
所

も
あ
り
ま
す
（
う
ち
の
病
院
…
…
笑
）。

　

ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
病
院
を
見
学
さ
せ

て
も
ら
う
と
、『
こ
こ
を
取
り
入
れ
た
い
』

と
い
う
部
分
が
ど
ん
な
場
所
に
も
必
ず
あ

り
、
と
て
も
刺
激
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か

ら
見
学
す
る
機
会
が
あ
っ
た
ら
、
ど
ん
ど

ん
参
加
し
て
ほ
し
い
し
、
現
場
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
て
ほ
し
い
で
す
。」

　

特
に
病
院
給
食
は
３
６
５
日
の
シ
フ
ト

な
ど
、
ス
タ
ッ
フ
の
確
保
も
た
い
へ
ん
だ

と
聞
く
。

　
「
そ
う
で
す
ね
、ス
タ
ッ
フ
管
理
の
部
分
、

社
員
教
育
の
部
分
で
も
、
他
の
病
院
の
見

学
は
と
て
も
参
考
に
な
り
ま
す
。
患
者
様

の
ベ
ッ
ド
サ
イ
ド
ま
で
食
事
を
配
膳
す
る

業
務
を
受
託
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
じ
よ

う
な
事
業
者
さ
ん
が
い
た
ら
、
是
非
う
か

が
い
た
い
で
す
。
日
本
メ
デ
ィ
カ
ル
給
食

協
会
さ
ん
が
、
県
外
の
病
院
の
見
学
会
な

ど
を
ひ
ら
い
て
く
れ
た
ら
、
飛
び
つ
き
ま

す
。
新
幹
線
に
乗
っ
て
県
外
へ
！
（
笑
）。

　

治
療
の
一
環
と
し
て
食
事
を
継
続
的
に

提
供
し
て
い
く
た
め
に
は
、
病
院
様
、
患

者
様
の
ニ
ー
ズ
に
耳
を
傾
け
、
現
状
に
満

足
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
か
ら
も
新
し
い

こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
と
い
う
視
点
を

持
ち
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
栄
養
士
、
病
院
調
理
師
を
め
ざ

し
て
入
社
し
て
く
れ
た
若
い
人
た
ち
に

は
、
仕
事
を
辞
め
ず
に
、
諦
め
ず
に
続
け

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
子
育
て
や

家
庭
環
境
の
変
化
が
あ
っ
て
も
、
な
ん
と

か
継
続
し
て
働
け
る
よ
う
な
仕
組
み
を
考

え
、
提
案
し
て
い
く
の
も
私
の
仕
事
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。」

　

さ
ま
ざ
ま
な
人
た
ち
の
声
に
耳
を
傾

け
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
、
広
が
り
を

大
切
に
し
な
が
ら
、
よ
り
よ
い
仕
事
の
た

め
に
“
励
む
”
と
い
う
、
み
な
さ
ん
共
通

の
信
念
に
感
銘
を
受
け
、帰
途
に
つ
い
た
。

ޫ؍ձࣾ৓ϲ૔ࣜג
［青森ねぶたセントラルキッチン］

〒038-0031 青森市三内丸山278-3
電話 017-752-0757

［本社］

〒038-0021 青森市大字安田字近野146-7
電話 017-783-4884

調理場との共有・病院側の要望との調整・栄養
士チーム内の話し合いなど、デスクワークの業
務には、コミュニケーション力も欠かせない。
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ノロウイルスを消毒する

https://www.mhcl.jp https://www.mhcl.jp

株式
会社町田予防衛生研究所

次亜塩素酸ナトリウムについて

ノロウイルスの消毒についてノロウイルスの消毒について
消毒対象 処理例

調理器具等

ドアノブ、カーテン、
リネン類、日用品

トイレ・浴槽

おう吐物・ふん便
による汚染場所

患者使用のリネン
及び下着類

洗剤等で十分に洗浄した後、次亜塩素酸ナトリウム（塩素濃度200 ppm）で浸すようにペー
パータオル等で拭く（加熱できる物については熱湯での加熱が有効）

次亜塩素酸ナトリウム（塩素濃度200～500 ppm）で浸すようにペーパータオル等で拭く

次亜塩素酸ナトリウム（塩素濃度300 ppm以上）で浸すようにペーパータオル等で拭く

おう吐物等は、ウイルスが飛び散らないようにペーパータオル等で静かに拭き取り、ビニー
ル袋に密閉して廃棄する（この際、ビニール袋に廃棄物が十分に浸る量の次亜塩素酸ナトリ
ウム（塩素濃度1,000 ppm）を入れることが望ましい）。
床等の汚染場所は次亜塩素酸ナトリウム（塩素濃度200ppm）で浸すようにペーパータオル等
で覆うか、拭き取り、その後水拭きする。

廃棄するのが望ましいが、煮沸消毒も有効。（水やお湯のしぶきを吸い込まない等、二次感
染への注意が必要）煮沸消毒が行えない場合には、洗剤を入れた水の中でウイルスが飛び散
らないように静かにもみ洗いし、有機物を取り除いた後、次亜塩素酸ナトリウム（塩素濃度
200 ppm）の消毒が有効（十分すすぎ、高温の乾燥機等を使用すると殺菌効果が高まる。ま
た、もみ洗いした石けん液には次亜塩素酸ナトリウム（塩素濃度1,000 ppm以上）を加えて、
10分間以上置いたのち、捨てること。）
＊可能であれば、ふん便・吐物が付着した衣類はもみ洗いをせず、次亜塩素酸ナトリウム
（塩素濃度1,000 ppm以上）に漬け置きする方が洗濯時の二次感染を防ぐ上で好ましい。

食品健康栄養評価のためのリスクプロファイルより（食品安全員会）

有効塩素濃度のチェックと記録を
お勧めします。

ॴڀݚձࣾɹொా༧๷Ӵੜࣜג

ノロウイルスを消毒する

　今年も �� 月からはノロウイルスのシーズンが始まります。

　厚生労働省の大量調理施設衛生管理マニュアルでは、�� 月から �月までは月に１回以上のノロウイルス検便を

奨励しており、ノロウイルス食中毒事故への警戒・予防対策を行いましょう

　ノロウイルスを【やっつける】ために有効な対策には、大きく３つあります。　　

次亜塩素酸ナトリウムは、ノロウイルスの不活化に有効な薬剤として最も
常用されています。

洗浄・消毒が効果的に実施されているかをノロウイルスふき取り検査で確認
しましょう。トイレやドアノブ、清掃用具など汚染リスクが高いと思われる
ポイントを中心に定点かつ定期的に拭き取り検査を実施することで、皆様が
日々とりくむ SSOPが機能しているかの検証としましょう。

常温でも不安定な化合物であるため、徐々に自然分解し消毒成分である有
効塩素濃度は低下します。日光、特に紫外線により分解が促進され、温度
の上昇とともに分解率は増加するので、冷暗所で保管しましょう。
塩素酸ナトリウムには粘膜刺激性があるので、消毒する清掃者がノロウイ
ルスにかからないリスク対策も含めて、消毒の際には、換気し、マスクや
手袋などを着用しましょう。

消毒後は水拭き・水洗いするなどして、十分に薬剤を拭き取りましょう。

強い酸化作用をもつ薬剤で、有毒ガスを産生したり、色落ちする事がある
ので、使用に際しては使用上の注意をよく読んでから取り扱いましょう。

　今回は「消毒」に焦点を絞って、昨年 �� 月に食品安全委員会より公表された「食品健康栄養評価のためのリス

クプロファイル」を中心に、ノロウイルスの消毒について特集します。

　ノロウイルス食中毒事故は、調理従事者を介してウイルスに汚染

された食品を原因とする事例が事故全体の８割に該当するともいわ

れており、症状が出ていない方を含め、ヒトの衛生管理が重要です。

　また、強力な感染力を持つノロウイルスは、ヒトからヒトへ感染

することから、厨房に【持ち込まない】ためには、自身が感染しな

いようにすることも大切です。特に不特定多数が使用するトイレの

利用などは、感染のリスクがあります。適切な手洗いをはじめ、共

用施設のトイレやドアノブ、取っ手などの日常の清掃に、ノロウイ

ルスの消毒を意識して行いましょう。

消　毒

次亜塩素酸ナトリウムを中心と

した薬剤による不活性化がよく

利用されています。

洗　浄

基本として手洗いがあります。手

も原材料も、調理器具・調理環境

も、しっかりと洗浄することで物

理的にノロウイルスを洗い流して

しまいましょう。

加　熱

ノロウイルスは �� ～ ��℃で �� 秒

間以上で不活性化します。食品を

加熱する際は、中心部までしっか

りと熱が伝わるようにしましょう。
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おう吐物等は、ウイルスが飛び散らないようにペーパータオル等で静かに拭き取り、ビニー
ル袋に密閉して廃棄する（この際、ビニール袋に廃棄物が十分に浸る量の次亜塩素酸ナトリ
ウム（塩素濃度1,000 ppm）を入れることが望ましい）。
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で覆うか、拭き取り、その後水拭きする。

廃棄するのが望ましいが、煮沸消毒も有効。（水やお湯のしぶきを吸い込まない等、二次感
染への注意が必要）煮沸消毒が行えない場合には、洗剤を入れた水の中でウイルスが飛び散
らないように静かにもみ洗いし、有機物を取り除いた後、次亜塩素酸ナトリウム（塩素濃度
200 ppm）の消毒が有効（十分すすぎ、高温の乾燥機等を使用すると殺菌効果が高まる。ま
た、もみ洗いした石けん液には次亜塩素酸ナトリウム（塩素濃度1,000 ppm以上）を加えて、
10分間以上置いたのち、捨てること。）
＊可能であれば、ふん便・吐物が付着した衣類はもみ洗いをせず、次亜塩素酸ナトリウム
（塩素濃度1,000 ppm以上）に漬け置きする方が洗濯時の二次感染を防ぐ上で好ましい。

食品健康栄養評価のためのリスクプロファイルより（食品安全員会）

有効塩素濃度のチェックと記録を
お勧めします。
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ノロウイルスを消毒する

　今年も �� 月からはノロウイルスのシーズンが始まります。

　厚生労働省の大量調理施設衛生管理マニュアルでは、�� 月から �月までは月に１回以上のノロウイルス検便を

奨励しており、ノロウイルス食中毒事故への警戒・予防対策を行いましょう

　ノロウイルスを【やっつける】ために有効な対策には、大きく３つあります。　　

次亜塩素酸ナトリウムは、ノロウイルスの不活化に有効な薬剤として最も
常用されています。

洗浄・消毒が効果的に実施されているかをノロウイルスふき取り検査で確認
しましょう。トイレやドアノブ、清掃用具など汚染リスクが高いと思われる
ポイントを中心に定点かつ定期的に拭き取り検査を実施することで、皆様が
日々とりくむ SSOPが機能しているかの検証としましょう。

常温でも不安定な化合物であるため、徐々に自然分解し消毒成分である有
効塩素濃度は低下します。日光、特に紫外線により分解が促進され、温度
の上昇とともに分解率は増加するので、冷暗所で保管しましょう。
塩素酸ナトリウムには粘膜刺激性があるので、消毒する清掃者がノロウイ
ルスにかからないリスク対策も含めて、消毒の際には、換気し、マスクや
手袋などを着用しましょう。

消毒後は水拭き・水洗いするなどして、十分に薬剤を拭き取りましょう。

強い酸化作用をもつ薬剤で、有毒ガスを産生したり、色落ちする事がある
ので、使用に際しては使用上の注意をよく読んでから取り扱いましょう。

　今回は「消毒」に焦点を絞って、昨年 �� 月に食品安全委員会より公表された「食品健康栄養評価のためのリス

クプロファイル」を中心に、ノロウイルスの消毒について特集します。

　ノロウイルス食中毒事故は、調理従事者を介してウイルスに汚染

された食品を原因とする事例が事故全体の８割に該当するともいわ

れており、症状が出ていない方を含め、ヒトの衛生管理が重要です。

　また、強力な感染力を持つノロウイルスは、ヒトからヒトへ感染

することから、厨房に【持ち込まない】ためには、自身が感染しな

いようにすることも大切です。特に不特定多数が使用するトイレの

利用などは、感染のリスクがあります。適切な手洗いをはじめ、共

用施設のトイレやドアノブ、取っ手などの日常の清掃に、ノロウイ

ルスの消毒を意識して行いましょう。

消　毒

次亜塩素酸ナトリウムを中心と

した薬剤による不活性化がよく

利用されています。

洗　浄

基本として手洗いがあります。手

も原材料も、調理器具・調理環境

も、しっかりと洗浄することで物

理的にノロウイルスを洗い流して

しまいましょう。

加　熱

ノロウイルスは �� ～ ��℃で �� 秒

間以上で不活性化します。食品を

加熱する際は、中心部までしっか

りと熱が伝わるようにしましょう。
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ガススǿンȀードフライヤー

清掃・Ɠ৖入れ方ඥ清掃・Ɠ৖入れ方ඥ
お
手
入
れ
準
備

ガスఀを閉ơる

ೞ器ஜ˳がϬめた
ことをᄩᛐする

ǴȠ৖ᘥ等をはめる

᳇᳁᳀Ყ
Ჽ�šš

スクイዡなどの
ᛦྸᢊφは
᫢器洗い用
ɶࣱ洗剤で洗う

Ɠ৖入れ᫁度

    １回�ଐ

（１）油がϬめたことをᄩᛐ
　　・火傷の原因となるໝ、油を৷くときは
　　　５０éˌ下になってから行う。

（２）油コシዡを油ፃにのせ、ೞ器の排油口の下に置く

汚れがある場合は、௩らかいࠋで拭き取り、汚れが
落ƪないときはᕓめた専用洗剤をࠋにԃませて拭き、
。で洗剤が残らないように拭き取るࠉࠋく዁った׍

ᘺ・油ፃӓኛ部ٳ

（３）排油ハンドルをゆっくり「開」の方向に回す
　　　※油ៃƶに注意してください。

（４）排油完了後、排油ハンドルを「止」の方向に回す

油コシዡ

出し取৖ࡽ

油ፃ

止開

２０１9．7

※必ず̬ᜱȡガȍを使用してください。

排油

油槽

（１）油槽を洗う　
① 油槽μ˳に専用洗剤をԉき付ける。

　　　（Ⴘܤは１᩿に対して２～３ȗッシȥ
１０～１５分程度放置）

② 清掃ブラシで汚れたሖ৑を擦る。

専
用

洗
剤
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２０１9．7

（２）油槽に水を入れる
① 排油ハンドルをゆっくり「止」の方向に回す。
② 油槽に水をバケツやホースで適量ラインまで入れる。

（３）加熱
① 加熱し、水を沸かす。

　　②１０分程度煮沸する。

（４）排水
① 排油ハンドルの開閉を数回繰り返しながら排水する。
② 排水が完了したら、排油ハンドルを「止」の方向に回す。

※ 油槽内の各センサー（感熱棒、ハイリミット）の汚れは、
     油温誤差の原因となりますので、こまめに清掃してください。
※ 油槽清掃時、各センサーを傷つけないよう十分注意し、
     また、取り出さないでください。
     水分は残らないようしっかり拭き取ってください。

＜パイロット・ノズルの清掃＞（12ＴＪは無し）
・ パイロットバーナーに着火しない場合、ノズル清掃用シャフトを
     数回、軽く押し上げる。ノズルがキレイになり、着火しやすくなる。
・ ノズル清掃用シャフトは、排油ハンドルの左奥の穴部にある。
※ 必ずガスコックを止めた状態で行って下さい。

適量ライン

（５）各部品
　　・排油口に揚げカス等が残っていたら、取り除く。

（６）すすぎを行う
① 水をかけながら、油槽に付着した洗剤を

　　　スポンジ等で擦り落とす。
② 排水する。
③ ①～②を最低３回繰り返す。

（７）水分を拭き取る
　　・キッチンペーパー等で水分を十分に拭き取る。

専用洗剤例：　
フライヤークリーナー

※ 専用洗剤の取り扱いについては、専用洗剤の容器に
　 記載があるのでその注意に従って使用してください。

＜汚れが酷い場合＞
① 油槽に水を入れ、湯が沸騰するまで加熱する。
② 沸騰し始めたらスイッチを切り、専用洗剤を水量の２％

　　 程度（２５Ｌに対し５００ｇ）入れてよくかき混ぜ、
        １０分間ほど放置する。

③ ブラッシングしながら排水する。
④ 最後に流水で十分にすすいで乾燥させる。
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<問い合せઌ>
センター内ڵৼۀ࢈　一般社団法人�日本能率協会　ہ展߹ಉ事຿ࡾ+$(
1˟05��522　東京౎ࣳ۠ߓ公Ԃ��1�22

ʻݸਓ情報のおऔりѻいにͭいてʼ
ɹҰൠࣾஂ๏ਓ日ຊೳ཰協会で͸、ݸਓ情報のอޢに౒Ίております。ৄ 。਑ʢIUUQ���XXX�KNB�PS�KQ�QSJWBDZʣΛご覧くださいํޢਓ情報อݸ͸ࡉ
໿ܖ࣋ਓ情報͸഑ૹのґཔ౳で機ີอݸ、の֤छҊ಺のたΊにར༻させていただきます。なおޙࠓ、ਓ情報͸ݸೖいただきましたお٬༷のهճ、ごࠓ
Λక݁したۀ຿ҕୗઌに༬ୗする͜ͱが͋りますので͋らか͡Ίごঝ஌おきください。

˙会　ظɿ̎ ̌̍ �೥ɹ̎ ݄��日ʢՐʣʙ̎ �日ʢۚʣɹ̍ ɿ̌̌ ɹ̌ʙɹ̍ ɿ̓̌ ʢ̌࠷ऴ日͸̍ ɿ̒̏ ま̌でʣ
˙会　場ɿ౦ژϏッάαΠトʢ༗ ・໌౦ࡍࠃژలࣔ৔ʣ౦లࣔ౩̍ ʙ�ホーϧ
˙展示κーンɿ

ɹڅ৯・ห当・୐഑κーン、ਥ๪ઃඋ・機ثκーン、ςーϒϧ΢ェアκーン、ϓϩフーυ౦ژκーンʢۀ຿༻৯ࡐ・
ҿྉ、ΠλϦアྉཧ、ম೑1")+、ۀ࢈・άϩーόϧ("1ೝূ৯ࡐʣ、Ӵੜ・クϦンϦωス・৯தಟରࡦ・)"$$1ର
Ԡରࡦκーン、Χフェ・ϕーΧϦー・σβートκーン、φチϡϥϧフーυϓϩμクπκーン、ϒッフェ・όΠΩンά
ιーン、*5γスςム・機ث関࿈κーン、
ͦのଞ֎৯、॓ ധۀ࢈関࿈機ثలࣔκーン

˙ೖ場登録ྉɿ�
���ԁʢただし、ʮট଴݊ʯࣄ、ऀࢀ࣋લొ࿥ऀ͸ແྉʣ

（স食շહ）
会社名
団ମ名

ॅ　ॴ
˟

෦ॺ名 ໾৬名

お名前 5E-

E�NBJM '"9

招待券੥ٻ෦数 ෦

'"9　�0���4�4��076
63-�����IUUQ���XXX�KNB�PS�KQ�IDK�

��5E-　��0���4�4�1�77
E�NBJM　IDK!KNB�PS�KQ

��ɹɹ�'"9ɿ0��������0ߦہల߹ಉ事຿ࡾ+$(

検索)$+ http://www.jma.or.jp/hcj/དྷ৔ొ࿥ɾ࠷৽৘ใ͸
WEBΛ͝ཡ͍ͩ͘͞

�ট଴ঢ়੥ٻ　ड෇2019…ݶظ年2月�日（金）事຿ہඞண
ɹট଴ঢ়のൃૹ͸、����೥��݄த०Ҏ߱Λ༧ఆしています。
ɹ˰ホームページからඞཁ෦਺Λご੥ٻください。また͸、Լهにごهೖのう͑'"9でご࿈བྷください。

�団ମ来場登録　ड෇ݶظʜ2019年1月29日（火）事຿ہඞண
ɹ��໊༷Ҏ্でのごདྷ৔に͸、ࣄલஂମొ࿥がศརです。
ɹࣄલにདྷ৔ऀϦストΛいただき、会ظલにօ༷のདྷ৔ऀόッジΛおૹりします。
ɹ会৔でおひͱりͣͭొ࿥खଓする͜ͱなく、スムーζにごೖ৔いただけます。
ɹまた、ごر๬にԠ͡றं৔もご༻ҙいたします。
ɹ˰ɹホームページΛご֬ೝのう͑、ϝーϧにてご࿈བྷくださいʢϦスト͸σーλにてごఏग़くださいʣ。

˗ご来場ʹࡍしͯのご஫ҙ
ɹຊల͸঎ஊのたΊのలࣔ会にͭき、ট଴݊Λおͪ࣋でもۀք関ऀ܎Ҏ֎のํおよͼࡀ��ະຬのํのೖ৔͸ごԕྀ
ɹいただきます。ʢಉ൐ऀのいる৔合もෆՄʣ

˙会　ظɿ����೥ɹ�݄��日ʢՐʣʙ ��日ʢۚʣɹ��ɿ��ɹʙɹ��ɿ��ʢ࠷ऴ日͸��ɿ��までʣ
˙会　場ɿນுϝッセࡍࠃలࣔ৔లࣔ౩̍ʙ̔ホーϧ

　ड෇ݶظʜ2020年̎月̓日（金）事຿ہඞண

　ड෇ݶظʜ2020年̍月2�日（火）事຿ہඞண

ট଴ঢ়のൃૹ͸、����೥��݄த०Ҏ߱Λ༧ఆしています。

2019年2月

開催！！

　来る2019年2月19日（火）～22日（金）、東京ビッグサイト・東1～7ホールで、当協会をはじめ公益社団法人日本給食
サービス協会、一般社団法人日本弁当サービス協会、一般社団法人日本能率協会と共催で、「第40回フード・ケータリン
グショー」を開催いたします。
　今回の開催規模は、1,000社／2,400小間、予定来場登録者数65,000名で、前回を上回る規模で開催する予定です。
　最新の出展者一覧・出展製品情報や各企画展示やセミナープログラム、事前登録はWEBをご覧ください。
˞8&#でʮ)$+ʯΛࡧݕしてください。ʢ˰IUUQ���XXX�KNB�PS�KQ�IDK�ʣ

●開催日時ɿ̎ ݄̎ �日ʢ໦ʣ̍ ʙ̍̐࣌ ʢ༧ఆʣ̒࣌
●開催会場ɿ౦ژϏッάαΠト・౦౩ʢڅ৯セϛφー会৔ʣ
●参加方法ɿఆһ�̌ ໊̌ 、ௌ講ແྉ、当日ઌணॱ
●プログラムɿ
ɹ講ࢣɹௐ੔த

ɹ会ظத、ຊలࣔ会࠵ڞの日ຊڅ৯αーϏス協会、日ຊห当αーϏス協会や日ຊਥ๪ۀ޻会もओ࠵セϛφーΛ։࠵します。

[東棟・給食セミナー会場（東京ビッグサイト内）]
ɹ˔̎ ݄��日ʢՐʣɹ日ຊห当αーϏス協会ओ࠵セϛφー
ɹ˔̎ ݄��日ʢਫʣɹ日ຊڅ৯αーϏス協会ओ࠵セϛφー
ɹ˔̎ ݄̎ �日ʢۚʣɹ日ຊਥ๪ۀ޻会ओ࠵セϛφー

[開催概要]
　■合同開催
ɹɹୈ̍ �ճਥ๪ઃඋ機ثలʢςーマɿ৯Λ͑ࢧるਥ๪Πϊϕーγϣンʣ
ɹɹୈ̐ �ճࡍࠃホςϧ・Ϩストϥン・γϣーʢςーマɿホスϐλϦςΟۀ࢈の৽たなࢢ৔։୓に௅ઓするʣ

ɹ当協会も౦�ホーϧにग़లし、協会׆ಈや会һ঺հなͲͱซせ、ӫཆ࢜ҕһ会がओମͱなってʮ؅ཧӫཆ࢜・ӫཆ࢜に
よる݈߁・৯ࣄ૬ஊίーφーʯΛ։࠵いたします。લճʢ����೥�݄ʣ։࣌࠵に͸、�
���໊のདྷ৔ऀのアンέートճ౴な
Ͳ、େきな൓ڹΛいただきました。

日本メディカル給食協会ブースへ
ぜひお立ち寄りください！

Լهの௨り、݄̎̎ �日ʢ໦ʣに当協会ओ࠵セϛφーΛ։࠵します。ฃってごࢀՃください。

●招待券のお申込み用紙は次のページにあります。

 その他　みどころ満載！　関連企画・セミナーも充実！

 「日本メディカル給食協会主催セミナー」（２／２1）開催！

 「管理栄養士・栄養士による健康・食事相談コーナー」（東2ホール）を開催！

セミナーも開催！
<テーマ>お໾ཱͪの提Ҋ　～҆શ・̓ ৺・݈ ～Ίてٻおいしさを・߁

　来る2020年2月18日（火）～21日（金）、幕張メッセ・国際展示場１～８ホールで、当協会をはじめ公益社団法人
日本給食サービス協会、一般社団法人日本弁当サービス協会、一般社団法人日本能率協会と共催で、「第41回フード・
ケータリングショー」を開催いたします。
　今回の開催規模は、1,000社／2,600小間、予定来場登録者数68,000名で、前回を上回る規模で開催する予定です。
　最新の出展者一覧・出展製品情報や各企画展示やセミナープログラム、事前登録はWEBをご覧ください。

ɹ当協会もग़లし、協会׆ಈや会һ঺հなͲͱซせ、ӫཆ࢜ҕһ会がओମͱなってʮ؅ཧӫཆ࢜・ӫཆ࢜による݈߁・
৯ࣄ૬ஊίーφーʯΛ։࠵いたします。લճʢ����೥�݄ʣ։࣌࠵に͸、�
���໊のདྷ৔ऀのアンέートճ౴なͲ、
େきな൓ڹΛいただきました。

ɹɹԼهの௨り、�݄��日ʢ໦ʣに当協会ओ࠵セϛφーΛ։࠵します。ฃってごࢀՃください。
ɹ˔開催日時ɿ�݄��日ʢ໦ʣ��ɿ��ʙ ��ɿ��
ɹ˔開催会場ɿນுϝッセࡍࠃలࣔ৔ʢڅ৯セϛφー会৔ʣ
ɹ˔参加方法ɿఆһ���໊、ௌ講ແྉ、当日ઌணॱ
ɹ˔プログラムɿʮڅ৯ऀۀࣄの֎ࠃਓࡐडೖΕのΠϩϋʙԡさ͑ておく΂きϙΠントͱडೖΕମ੍ʙʯ
ɹɹ講ࢣɿਿాণฏʢセンチϡϦー๏཯ࣄ຿ॴɹห࢜ޢʣ

●2月18日（火）　日本弁当サービス協会主催セミナー
●2月19日（水）　日本給食サービス協会主催セミナー
●2月21日（金）　日本厨房工業会主催セミナー

第20回厨房設備機器展（テーマ：食を支える厨房イノベーション）
第48回国際ホテル・レストラン・ショー（テーマ：ホスピタリティ産業の新たな市場開拓に挑戦する）

2020
41

「管理栄養士・栄養士による健康・食事相談コーナー」を開催！

「日本メディカル給食協会主催セミナー」（2／20）開催！

給食セミナー会場

��ɿ��ʙ ��ɿ��
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<問い合せઌ>
センター内ڵৼۀ࢈　一般社団法人�日本能率協会　ہ展߹ಉ事຿ࡾ+$(
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ʻݸਓ情報のおऔりѻいにͭいてʼ
ɹҰൠࣾஂ๏ਓ日ຊೳ཰協会で͸、ݸਓ情報のอޢに౒Ίております。ৄ 。਑ʢIUUQ���XXX�KNB�PS�KQ�QSJWBDZʣΛご覧くださいํޢਓ情報อݸ͸ࡉ
໿ܖ࣋ਓ情報͸഑ૹのґཔ౳で機ີอݸ、の֤छҊ಺のたΊにར༻させていただきます。なおޙࠓ、ਓ情報͸ݸೖいただきましたお٬༷のهճ、ごࠓ
Λక݁したۀ຿ҕୗઌに༬ୗする͜ͱが͋りますので͋らか͡Ίごঝ஌おきください。

˙会　ظɿ̎ ̌̍ �೥ɹ̎ ݄��日ʢՐʣʙ̎ �日ʢۚʣɹ̍ ɿ̌̌ ɹ̌ʙɹ̍ ɿ̓̌ ʢ̌࠷ऴ日͸̍ ɿ̒̏ ま̌でʣ
˙会　場ɿ౦ژϏッάαΠトʢ༗ ・໌౦ࡍࠃژలࣔ৔ʣ౦లࣔ౩̍ ʙ�ホーϧ
˙展示κーンɿ

ɹڅ৯・ห当・୐഑κーン、ਥ๪ઃඋ・機ثκーン、ςーϒϧ΢ェアκーン、ϓϩフーυ౦ژκーンʢۀ຿༻৯ࡐ・
ҿྉ、ΠλϦアྉཧ、ম೑1")+、ۀ࢈・άϩーόϧ("1ೝূ৯ࡐʣ、Ӵੜ・クϦンϦωス・৯தಟରࡦ・)"$$1ର
Ԡରࡦκーン、Χフェ・ϕーΧϦー・σβートκーン、φチϡϥϧフーυϓϩμクπκーン、ϒッフェ・όΠΩンά
ιーン、*5γスςム・機ث関࿈κーン、
ͦのଞ֎৯、॓ ധۀ࢈関࿈機ثలࣔκーン

˙ೖ場登録ྉɿ�
���ԁʢただし、ʮট଴݊ʯࣄ、ऀࢀ࣋લొ࿥ऀ͸ແྉʣ

（স食շહ）
会社名
団ମ名

ॅ　ॴ
˟

෦ॺ名 ໾৬名

お名前 5E-

E�NBJM '"9

招待券੥ٻ෦数 ෦

'"9　�0���4�4��076
63-�����IUUQ���XXX�KNB�PS�KQ�IDK�

��5E-　��0���4�4�1�77
E�NBJM　IDK!KNB�PS�KQ

��ɹɹ�'"9ɿ0��������0ߦہల߹ಉ事຿ࡾ+$(

検索)$+ http://www.jma.or.jp/hcj/དྷ৔ొ࿥ɾ࠷৽৘ใ͸
WEBΛ͝ཡ͍ͩ͘͞

�ট଴ঢ়੥ٻ　ड෇2019…ݶظ年2月�日（金）事຿ہඞண
ɹট଴ঢ়のൃૹ͸、����೥��݄த०Ҏ߱Λ༧ఆしています。
ɹ˰ホームページからඞཁ෦਺Λご੥ٻください。また͸、Լهにごهೖのう͑'"9でご࿈བྷください。

�団ମ来場登録　ड෇ݶظʜ2019年1月29日（火）事຿ہඞண
ɹ��໊༷Ҏ্でのごདྷ৔に͸、ࣄલஂମొ࿥がศརです。
ɹࣄલにདྷ৔ऀϦストΛいただき、会ظલにօ༷のདྷ৔ऀόッジΛおૹりします。
ɹ会৔でおひͱりͣͭొ࿥खଓする͜ͱなく、スムーζにごೖ৔いただけます。
ɹまた、ごر๬にԠ͡றं৔もご༻ҙいたします。
ɹ˰ɹホームページΛご֬ೝのう͑、ϝーϧにてご࿈བྷくださいʢϦスト͸σーλにてごఏग़くださいʣ。

˗ご来場ʹࡍしͯのご஫ҙ
ɹຊల͸঎ஊのたΊのలࣔ会にͭき、ট଴݊Λおͪ࣋でもۀք関ऀ܎Ҏ֎のํおよͼࡀ��ະຬのํのೖ৔͸ごԕྀ
ɹいただきます。ʢಉ൐ऀのいる৔合もෆՄʣ

˙会　ظɿ����೥ɹ�݄��日ʢՐʣʙ ��日ʢۚʣɹ��ɿ��ɹʙɹ��ɿ��ʢ࠷ऴ日͸��ɿ��までʣ
˙会　場ɿນுϝッセࡍࠃలࣔ৔లࣔ౩̍ʙ̔ホーϧ

　ड෇ݶظʜ2020年̎月̓日（金）事຿ہඞண

　ड෇ݶظʜ2020年̍月2�日（火）事຿ہඞண

ট଴ঢ়のൃૹ͸、����೥��݄த०Ҏ߱Λ༧ఆしています。

 29  vol.168



Ｑ
�
　
こ
の
事
業
所
で
は
い
つ
か
ら
受
託

責
任
者
を
務
め
て
い
ま
す
か
？

平
成
��
年
�
月
か
ら
で
す
。

Ｑ
�
　
事
業
所
の
従
業
員
数
は
何
名
で
す

か
？

栄
養
士
�
名
、
調
理
員
�
名
の
計
�
名
で
す
。

Ｑ
�
　
職
場
で
の
業
務
内
容
や
、
ど
の
よ

う
に
人
員
等
の
管
理
を
行
っ
て
い
る
か
を

聞
か
せ
て
く
だ
さ
い
。

献
立
・
調
理
・
洗
浄
・
労
務
管
理
、
と
全

体
を
意
識
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
メ
ン
バ

ー
が
有
機
的
に
関
わ
っ
て
そ
の
能
力
を
生

か
し
て
い
け
る
シ
フ
ト
組
、
運
営
管
理
を

心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
�
　
仕
事
を
し
て
い
て
、
大
変
な
こ
と

は
何
で
す
か
？

日
々
入
退
院
さ
れ
る
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
の
で
、
食
数
の
増
減
も
少
な
か
ら
ず

あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
で
も
い
か
に

し
て
食
材
の
過
不
足
な
く
安
定
し
た
食
事

の
提
供
を
継
続
し
て
い
く
か
、
と
い
う
点

が
大
変
で
す
が
、
そ
れ
は
同
時
に
や
り
甲

斐
で
も
あ
り
ま
す
。

Ｑ
�
　
受
託
責
任
者
の
仕
事
は
ど
ん
な
も

の
で
す
か
？

喫
食
さ
れ
る
方
の
嗜
好
・
年
齢
に
配
慮
し

た
献
立
を
検
討
し
、
安
心
安
全
な
食
の
提

供
が
で
き
る
よ
う
、
各
ス
タ
ッ
フ
の
作
業

ペ
ー
ス
な
ど
も
考
慮
し
て
作
業
時
間
や
配

分
を
考
え
、
自
ら
が
中
心
と
な
っ
て
動
く

こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
�
　
仕
事
を
す
る
上
で
、
ど
の
よ
う
な

心
構
え
を
お
持
ち
で
す
か
？

ま
ず
第
一
に
、社
是
で
あ
る「
衛
生
管
理
の

徹
底
」を
実
践
し
て
い
ま
す
。
そ
の
上
で
、

喫
食
さ
れ
る
方
に
食
事
を
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
よ
う
、
調
理
・
盛
り
付
け
に
も
工

夫
を
し
て
、
よ
り
美
味
し
く
食
べ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
日
々
心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
�
　
委
託
先
の
責
任
者
、
ま
た
は
担
当

者
と
ど
の
よ
う
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
と
っ
て
い
ま
す
か
？

日
頃
の
ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
を
大
切
に
し
て
い

ま
す
。
特
に
、
毎
朝
の
食
数
確
認
の
際
に

さ
せ
て
い
た
だ
く
連
絡
・
相
談
は
と
て
も

重
要
で
、
個
別
対
応
が
必
要
な
患
者
様
の

食
事
に
つ
い
て
教
え
て
い
た
だ
く
欠
か
せ

な
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
�
　
社
内
、
病
院
と
の
連
絡
体
制
は
で

き
て
い
ま
す
か
？

は
い
。
社
内
の
体
制
で
は
、
ホ
ウ
レ
ン
ソ

ウ
を
必
要
と
す
る
事
案
が
あ
る
と
き
は
速

や
か
に
上
司
に
連
絡
を
取
っ
て
指
示
を
仰

ぎ
ま
す
。
病
院
様
と
は
日
々
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
他
�
ヶ
月
に
�
回
の
給
食

会
議
で
ご
要
望
な
ど
を
伺
い
、
サ
ー
ビ
ス

に
反
映
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
�
　
現
場
で
気
を
遣
う
こ
と
は
ど
ん
な

こ
と
で
す
か
？

作
り
手
の
健
康
が
安
心
安
全
な
食
の
提
供

に
必
須
で
あ
る
た
め
、「
ス
タ
ッ
フ
の
体
調
」

に
は
い
つ
も
、
一
番
気
を
遣
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
��
　
受
託
責
任
者
に
は
相
当
の
経
験
、

知
識
が
必
要
で
す
が
、
特
に
ど
ん
な
知
識

が
必
要
で
す
か
？

治
療
食
に
対
応
す
る
た
め
の
栄
養
学
や
衛

生
に
関
す
る
知
識
を
身
に
つ
け
、
実
践
で

き
る
こ
と
が
大
切
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

新
し
い
こ
と
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
学

び
を
継
続
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
��
　
自
分
が
責
任
者
に
な
っ
て
変
わ
っ

た
こ
と
は
何
で
す
か
？

自
分
が
全
体
を
見
て
動
く
こ
と
を
通
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
プ
ラ
ス
α
の
気
づ
き
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
、
相
互
に
フ
ォ
ロ
ー

し
や
す
い
環
境
に
な
り
ま
し
た
。

Ｑ
��
　
現
場
ス
タ
ッ
フ
や
同
じ
受
託
責
任

者
の
方
々
へ
の
エ
ー
ル
を
お
願
い
し
ま

す
。

朝
は
早
い
し
、
食
事
を
提
供
し
な
い
日
は

な
い
し
…
と
大
変
で
す
が
、
こ
の
仕
事
は

人
が
生
き
て
い
く
う
え
で
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
、
ご
利
用
者
様

の
健
康
寿
命
の
延
長
と
改
善
に
つ
な
い
で

い
け
る
よ
う
、
自
分
た
ち
の
健
康
に
も
留

意
し
て
こ
れ
か
ら
も
日
々
頑
張
っ
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

受
託

責
任
者
を

訪
ね
て
。
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■
サ
ン
ワ
フ
ー
ズ
㈱

公
益
財
団
法
人
　
身
延
山
病
院

望も
ち

月づ
き

亜あ

美み

さ
ん
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編集後記

～万葉集からお米を想う～
　令和への改元から早数か月。元号のR標記にもどうにか慣れてきたところですが、今回は「令和」
の出典となった万葉集の話題を少し。
　万葉集と云えば７世紀後半から８世紀後半にかけて編纂された全20巻・約4500首からなる日
本に現存する最古の和歌集ですが、我々の業界には欠かせないお米について詠まれている歌も数多
く収められています。万葉集の中では「早稲田」、「稲穂」、「穂立」、「苗」などの文言で登場するこ
とが多いようです。

“我が蒔ける早稲田の穂立作りたるかづらぞ見つつ偲はせ我が背”

　万葉集の代表的な歌人であり、編者でもある大
おおとものやかもち

友家持に恋人（後に正妻）である坂
さかのうえのおおいらつめ

上大嬢が贈っ
た歌です。意味は「私が蒔いて実った早稲の田からとった稲穂で作った髪飾りです。これをみて、
私だと思って偲んでくださいね」といったような感じでしょうか。現在でも水田に行けば目にしそ
うな風景が思い浮かびます。

もう一首　　“言出しは誰が言にあるか小山田の苗代水の中淀にして”

　これは大伴家持が紀
きのいらつめ

郎女に贈った歌の返歌として知られていますが、意味としては「初めに声を
かけて来たのはどなたでしたっけ。山の田の苗代の水のように途中で淀んだりして…」まるで恋愛
の嫉妬について詠んだようで、大伴家持って人はどれだけモテたんだろう？と思ってしまいますが、
実際には二人は仲の良い友人同士であり一種の戯れ歌であると云われています。
　どちらの歌についても、千数百年の昔も今と同じように米作りが生活に密接に関わっていたこと
が窺われます。万葉貴族の暮らしの中にも現代と変わらず「米のある風景」が存在していたなんて、
ちょっと不思議ではありませんか？
　九州に伝わったとされる稲作も万葉集が編纂された奈良時代末期には、朝廷が置かれた近畿地方
が中心となっていたでしょうか。もちろん現在の米とは種類も味も違いはあるでしょうが、貴族の
間では既に白米（「白米」と書いて「しらげのよね」と読む）が食べられるようになってきていた
との事です。庶民はもっぱら黒米とよばれた精白度の低いウルチ米を食べ、アワやヒエに混ぜるこ
ともあったようです。意外にも玄米は食べられていなかったようで、燃料（当時は薪）が白米を炊
くときよりも多くかかってしまうというのがその理由だそうです。玄米と云えば、私が学生の頃の
我が家では健康マニアの父親のおかげで毎朝玄米食が基本でした。消化を助けるために圧力釜で炊
いた玄米を、ひと口30回ずつ噛んで食べるのが健康の秘訣だと父親は言うのですが、忙しい朝の
時間帯にずいぶん迷惑な話だと、毎日心の中でぼやいていた憶えがあります。
　品種改良が繰り返され、今では寒冷な北海道でも特Ａランクのお米が作られるようになり、調理
技術、調理器具の発達で精白米も玄米もおいしく食べられるようになりました。
　寒さにも病気にも強く、収穫量も多く、食味もより良くと繰り返し改良が加えられてきたお蔭で
日本のお米は今では世界に誇れるブランドとなりました。
　そろそろ新米の季節です。
　最後に恋多き（？）平安貴族、大伴家持自身が秋の田を歌った一首をご紹介します。

“雲隠り鳴くなる雁の行きて居む秋田の穂立繁くし思ほゆ”

「雲に隠れて鳴いている雁が降り立つ秋の田の稲穂が繁っているようにあの人の事がしきりにおも
われるなぁ」

編集委員　鈴木　潮
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〔テーマ例〕
○地域・会社での行事（レクリエーションなど）
○趣味（ウォーキング・旅・グルメ・写真等々）

〔原稿書式〕
Ａ４判用紙（縦）に横書１～３枚程度で筆者の顔写真をお付けください。
　・行事の写真等提供していただくと一層詳しい様子が伝わります。

　　　　　　～掲載文につきましては、薄謝を進呈します。～

〔投稿先〕　〒101－0044
　　　　　東京都千代田区鍛冶町１－６－17　フォルテ神田５Ｆ
　　　　（公社）日本メディカル給食協会「笑食快膳」編集係

　　　　　E-mail：jmk_senmu@j-mk.or.jp
　　　　　TEL 03－5298－4161 FAX 03－5298－4162

原 稿 募 集

機関誌「笑食快膳」は会員の皆様をはじめ多くの人達からの

身近な楽しい原稿を募集しています！

しょうしょく かい ぜん

編集委員長　　中　村　勝　彦　　富士産業㈱　代表取締役

委　　　員　　篠　島　良　介　　国立病院機構東京医療センター　栄養管理室長

委　　　員　　鈴　木　　　潮　　富士産業㈱　執行役員副本部長

委　　　員　　西　村　信　之　　㈱ニッコクトラスト　顧問

委　　　員　　門　間　弘　子　　㈱紅谷　栄養管理部　部長

委　　　員　　千　田　隆　夫　　（公社）日本メディカル給食協会　専務理事

委　　　員　　新　井　秀　一　　（公社）日本メディカル給食協会　事務局長

編集委員会名簿
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当協会のホームページがスマートフォンからも
ご覧いただけるようになりました。

研修・講習会の情報・機関誌が更に見やすくな
っております。特に、お問合せの多い研修・講
習会の日程もかんたんにチェックできるように
なりました。
ぜひ、スマートフォンからもアクセスください。

スマートフォンで
ホームページを

ご覧いただけるように
なりました！

日本メディカル給食協会



公益社団法人日本メディカル給食協会
〒101ー 0044　東京都千代田区鍛冶町１ー６ー 17 フォルテ神田５階

　　電　話　03（5298）4161
　　ＦＡＸ　03（5298）4162

ホームページ　http://www.j-mk.or.jp
発行人　山本　裕康　　編集委員長　中村　勝彦

（2019年10月発行）
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